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旧
石
器
時
代
と
は
、
人
類
の
誕
生
か
ら
約
一
万
一
〇
〇
〇
年
前
の
第
四
紀
更
新
世
に
当
た
る

考
古
学
で
の
時
代
区
分
で
あ
る
。
バ
ー
キ
ッ
ト
の
定
義
に
な
ら
え
ば
打
ち
欠
い
て
作
っ
た
石
器（
打

製
石
器
）
を
使
用
し
た
時
代
で
あ
る（
１
）。
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
地
球
上
に
生
存
す

る
す
べ
て
の
人
は
、
日
本
人
で
あ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
れ
、
二
〇
万
年
前
ア
フ
リ
カ
に
い
た
一
人

の
女
性
を
先
祖
と
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
─
イ
ブ
仮
説
）。
現
生
人
類
の
ホ
モ=

サ
ピ
エ
ン
ス
は
二
〇
万
年
前
の
ア
フ
リ
カ
に
出
現
し
、そ
の
後
一
〇
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
発（
出

ア
フ
リ
カ
）
し
て
ヨ
ー
ロッ
パ
・
ア
ジ
ア
・
南
北
ア
メ
リ
カ
と
全
世
界
へ
拡
散
し
た
。
日
本
列
島
に
到

達
し
た
の
は
四
万
年
前
後
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
２
）。

旧
石
器
時
代
は
、
寒
冷
な
気
候
と
温
暖
な
気
候
が
繰
り
か
え
し
た
。
寒
冷
な
時
期
を
氷
河

期
と
い
い
、
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
は
お
よ
そ
二
万
年
前
か
ら
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
頃
で
、
平

均
気
温
は
現
在
よ
り
お
よ
そ
七
度
も
低
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
海
水
は
陸
地
に
閉
じ
こ
め
ら

れ
、
海
面
は
最
大
で
一
二
〇
㍍
程
も
下
が
っ
た
。
九
州
と
朝
鮮
半
島
が
陸
続
き（
陸
橋
）と
な
っ

た
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
対
馬
海
峡
西
水
道
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
は
海
深
一
五
〇
㍍
程
あ

り
、
最
終
氷
期
で
は「
陸
橋
」は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
と
古
本
州
島（
本
州
、

四
国
、
九
州
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
）
と
の
間
は
幅
一
〇
数
㌔
㍍
の
水
路
の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
た

第
一
節
　
旧
石
器
時
代
概
説

旧
石
器
時
代

第
一
章

図1‐1　ホモ・サピエンスの拡散 （河出書房新社『列島の考古学―旧石器時代』より）
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ら
し
い
。「
陸
橋
」が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
最
終
氷
期
よ
り
前
の
約
一
二
万
年
前
の
氷
期
の
と
き
で
、
そ
の
と
き
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
・
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
・

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
黄
土
動
物
群
が
西
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
と
さ
れ
る（
３
）。

当
時
の
西
北
九
州
に
は
、
マ
ツ
属
・
ツ
ガ
属
・
ク
ル
ミ
属
・
ハン
ノ
キ
属
・
ブ
ナ
属
な
ど
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
平
戸

市
堤
西
牟
田
遺
跡
の
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
人
は
、冷
温
帯
の
森
で
シ
カ
な
ど
を
追
い
か
け
、チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
・

ク
ル
ミ
な
ど
を
採
集
す
る
遊
動
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
日
本
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
人

旧
石
器
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
人
た
ち
の
骨
は
日
本
本
土
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
か
つ
て
は
日
本
本
土
で
も
旧
石
器
時
代
の
人
骨
と
さ

れ
る
も
の
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
そ
れ
ら
の
多
く
は
否
定
さ
れ
、
確
実
に
旧
石
器
時
代
人
と
認
定
さ
れ
る
例
は
、
静
岡
県
浜
北
人

骨
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
旧
石
器
時
代
の
人
骨
が
集
中
的
に
出
土
し
て
い
る
の
が
沖
縄
県
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）に
発
見
さ
れ
た

港
川
人
は
、
石
灰
岩
の
割
れ
目
か
ら
出
土
し
た
二
万
年
前
の
人
骨
で
、
ほ
ぼ
全
身
骨
格
が
揃
っ
て
お
り
、
身
長
一
五
三
㌢
㍍
、
脳
容
積
は
現

代
人
よ
り
や
や
小
さ
く
一
三
三
五
㍉
㍑
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
敲
石
や
礫
器
と
と
も
に
出
土
し
た
と
さ
れ
る
山
下
町
人
や
近
年
発
掘
さ
れ
話
題
と

な
っ
た
石
垣
島
の
白
保
竿
根
田
原
洞
穴
人
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
沖
縄
県
の
状
況

は
、
九
州
地
方
の
旧
石
器
文
化
と
は
趣
を
異
に

し
て
い
る
よ
う
で
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
後
期
旧

石
器
時
代
の
典
型
的
な
石
器
は
出
土
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
開
地
遺
跡
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一  

写真1‐1　港川人（堤　隆『列島の考
古学―旧石器時代』より　東
京大学総合研究博物館所蔵）
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な
ぜ
日
本
本
土
で
は
人
骨
の
出
土
が
み
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
酸
性
土
壌
に
包

含
さ
れ
て
い
る
た
め
有
機
物
が
残
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
土
で
人
骨
が
出
る
と
す
れ
ば
、
有
機
物
の
遺
存
に
適
し
た
石
灰
岩
地
帯
の
洞
穴
遺
跡

な
ど
に
そ
の
可
能
性
が
あ
り
、
調
査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
長
崎
県
の
旧
石
器
時
代

■
一
．
長
崎
県
の
旧
石
器
時
代
遺
跡

「
岩
宿
の
発
見
」
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
の
旧
石
器
研
究
の
進
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
に
及
び
、
そ
の
数
は
一
万
を
優
に
超
え
、
世
界
に
冠
た
る
旧
石
器
王
国
の
態
を
な
し
て
い
る
。

長
崎
県
は
、
日
本
で
も
有
数
の
旧
石
器
遺
跡
の
密
集
地
帯
で
あ
る
。
日
本
旧
石
器
学
会
編
『
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
』に
よ
る
と
県

内
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
六
五
二
カ
所（
文
化
層
・
地
点
を
含
む
）を
数
え
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
五
二
九
箇
所

あ
り
、
一
〇
平
方
㌔
㍍
あ
た
り
の
遺
跡
数
は
一
・
三
遺
跡
と
な
り
全
国
平
均
の
約
五
倍
と
な
り
、
都
道
府
県
単
位
で
は
第
六
位
で
あ
る
。
時
期

別
で
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
以
前
の
遺
跡
は
極
め
て
少
な
く
僅
か
六
遺
跡
に
過
ぎ
な
い
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
な
ど
が
出
土
し
た
遺

跡
が
最
も
多
く
、
三
二
三
カ
所
に
の
ぼ
る
。
ま
た
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡
は
、
一
三
七
遺
跡
で
全
国
第
五
位
の
遺
跡
密
度
を
誇
る
。

■
二
．
長
崎
県
の
旧
石
器
編
年

旧
石
器
時
代
の
編
年
は
大
き
く
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
以
前（
Ⅰ
期
）、
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化（
Ⅱ
期
）及
び
細
石
器
文
化（
Ⅲ
期
）の
三
時
期
に

区
分
さ
れ
る
。

長
崎
県
で
Ⅰ
期
に
該
当
し
、
最
も
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
佐
世
保
市
吉
井
町
福
井
洞
穴
第
一
五
層
出
土
の
石
器
群
で
あ
る
。
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
に
よ
る
と
三
万
一
九
〇
〇
年
よ
り
も
古
い
と
い
う
。
こ
の
数
値
は
当
時
の
測
定
能
力
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
発
掘

面
積
も
狭
く
、
出
土
し
た
遺
物
も
定
型
的
な
も
の
は
楕
円
形
石
器
一
点
の
み
で
あ
り
、
石
器
群
の
詳
細
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
近
年
、
駐

車
場
整
備
に
係
る
調
査
や
佐
世
保
市
に
よ
る
範
囲
確
認
調
査
で
、
後
期
旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
石
器
に
は
み
ら
れ
な
い
石
器
が
明
ら
か
に

二  
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な
っ
た
。
石
器
表
面
の
風
化
が
進
ん
で
お
り
、
福
井
洞
穴
第
一
五
層
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
。
最
近
の
調
査
で
は
、
福
井
洞
穴
に
ほ
ど
近
い

佐
世
保
市
直
谷
岩
陰
五
層
で
も
福
井
洞
穴
一
五
層
に
類
似
す
る
玄
武
岩
製
の
石
器
が
出
土
し
て
お
り
、
四
万
年
前
と
い
う
測
定
結
果
が
得
ら

れ
て
い
る
。

Ⅱ
期
に
は
、
長
崎
県
で
も
遺
跡
が
急
増
す
る
。
こ
の
時
期
の
石
器
群
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
平
戸
市
の

中
山
遺
跡
・
堤
西
牟
田
遺
跡
や
同
市
田
平
町
日
ノ
岳
遺
跡
な
ど
か
ら
は
、
石
器
だ
け
で
は
な
く
炉
跡
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

堤
西
牟
田
遺
跡
や
諫
早
市
西
輪
久
道
遺
跡
・
雲
仙
市
百
花
台
遺
跡
な
ど
で
は
複
数
の
石
器
群
が
層
位
的
に
発
掘
さ
れ
、
編
年
研
究
の
枠
組
み

が
つ
く
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
編
年
は
、
大
き
く
四
期
に
区
分
さ
れ
る
。

Ⅱ
ａ
期　

姶
良
丹
沢
火
山
灰（
Ａ
Ｔ
）降
灰
以
前

約
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
に
噴
火
し
た
鹿
児
島
県
姶
良
火
山
の
降
灰
物
は
、
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
、
広
く
日
本
全
体
を
覆
っ
て
お
り
、
編
年
の
上

で
鍵
層
と
な
っ
て
い
る（
４
）。
南
九
州
で
は
壊
滅
的
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、石
器
群
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

西
北
九
州
で
は
Ａ
Ｔ
の
堆
積
は
薄
く
、
南
九
州
ほ
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
石
器
群
の
変
遷
も
漸
次
的
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｔ
の

下
位
に
包
含
さ
れ
る
石
器
群
を
Ⅱａ
期
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
時
期
の
前
半
は
台
形
様
石
器
を
主
体
と
し
、
後
半
に
は
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主

体
と
す
る
石
器
群
が
く
る
。
県
内
で
は
日
ノ
岳
遺
跡
Ⅲ
層
、
雲
仙
市
国
見
町
龍
王
遺
跡
の
石
器
群
が
代
表
的
で
あ
る
。

Ⅱ
ｂ
期　

ナ
イ
フ
形
石
器
に
剝
片
尖
頭
器
が
伴
う
段
階

Ａ
Ｔ
降
灰
直
後
の
時
期
で
、
ナ
イ
フ
形
石
器
は
Ⅱａ
期
か
ら
の
連
続
性
を
示
す
。
新
た
な
器
種
と
し
て
安
山
岩
製
の
大
型
剝
片
尖
頭
器
を

組
成
す
る
。
剝
片
尖
頭
器
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
と
さ
れ
る
大
型
獣
を
対
象
と
し
た
刺
突
具
で
、
Ａ
Ｔ
降
灰
に
伴
う
環
境
変
化

に
対
応
し
て
出
現
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
剝
片
尖
頭
器
は
、
安
山
岩
を
主
な
石
材
と
す
る
も
の
で
縦
長
剝
片
の
形
状
を
あ
ま
り
損
ね
な

い
よ
う
に
基
部
に
簡
単
な
調
整
を
施
し
舌
状
に
作
り
出
し
た
石
器
で
、
こ
の
時
期
の
も
の
に
は
大
型
品
が
多
い
。

Ⅱ
ｃ
期　

原
の
辻
型
・
枝
去
木
型
台
形
石
器
を
伴
う
段
階
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ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
い
わ
ゆ
る
九
州
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
基
本
に
す
る
が
、
基
部
裏
面
加
工
を
有
す
る
柿
崎
型

や
剝
片
の
形
状
を
保
持
す
る
今
峠
型
な
ど
複
雑
な
様
相
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
瀬
戸
内
技
法
の
影
響
を
受
け
た
横
長
剝
片
を
素
材
と

す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
も
客
体
的
に
組
成
さ
れ
る
。
剝
片
尖
頭
器
は
小

形
化
し
、
素
材
に
黒
曜
石
を
使
用
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
台
形
石
器

は
、
原
の
辻
型
や
枝
去
木
型
な
ど
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
。
原
の
辻
型

台
形
石
器
は
、
萩
原
博
文
に
よ
っ
て
型
式
設
定
さ
れ
た（
５
）。
刃
部
に

肩
を
有
す
る
の
が
特
徴
で
左
右
非
対
称
な
平
面
形
を
な
す
も
の
で
、
初

出
の
壱
岐
市
原
の
辻
遺
跡
資
料
に
ち
な
ん
だ
名
称
で
あ
る
。
こ
の
時
期

は
、
台
形
石
器
の
型
式
に
よ
っ
て
時
期
の
細
分
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
大
き
な
括
り
で
捉
え
る
。

Ⅱ
ｄ
期　

百
花
台
型
台
形
石
器
を
伴
う
段
階

ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
の
終
末
期
に
当
た
り
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形

石
器
の
小
形
化
が
み
ら
れ
る
。
台
形
石
器
は
百
花
台
型
に
移
行
す
る
。

こ
の
石
器
は
、
百
花
台
遺
跡
Ⅳ
層
出
土
資
料
を
標
式
と
す
る
。
百
花

台
Ⅳ
層
は
、
カ
シ
ノ
ミ
層
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
硬
く
締
ま
っ
た
雲
仙
火

山
起
源
の
礫く

れ
い
ば
る

石
原
火
砕
流
が
土
壌
化
し
た
層
で
あ
る
。
こ
の
層
か
ら
は

放
射
性
年
代
測
定
に
よ
っ
て
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
と
一
万
四
〇
〇
〇

年
前
と
い
う
二
つ
の
年
代
が
得
ら
れ
て
お
り
、
Ⅱ
ｄ
期
の
お
お
よ
そ
の
時

間
幅
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
百
花
台
型
台
形
石
器
は
、
黒
曜

石
の
小
形
剝
片
を
素
材
と
す
る
小
形
の
台
形
石
器
で
、
刃
部
の
両
端
が

図1‐2　石器とその使用法 （安蒜（2010）改変）

台形石器

ナイフ形石器

槍先形尖頭器

細石器
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角
状
に
突
出
す
る
と
い
う
形
態
的
な
特
徴
を
も
つ
。
非
常
に
小
形
で
あ
る
た
め
組
み
合
わ
せ
て
用
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
長
崎
・
佐
賀
・

福
岡
の
西
北
九
州
を
中
心
に
分
布
す
る
。

Ⅲ
期
は
、
旧
石
器
時
代
最
終
末
期
で
、
ナ
イ
フ
形
石
器
に
か
わ
っ
て
細
石
刃
と
い
う
カ
ミ
ソ
リ
の
よ
う
な
長
さ
一
・
五
〜
三
㌢
㍍
、
幅
五
〜
六

㍉
㍍
の
極
め
て
小
形
の
細
長
い
石
器
が
登
場
す
る
。
木
や
骨
な
ど
の
柄
に
溝
を
彫
り
、
数
個
並
べ
て
は
め
こ
ん
で
使
用
す
る
組
合
せ
道
具
で
あ
る
。

投
げ
槍
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
部
分
的
に
欠
け
て
も
修
復
で
き
る
合
理
的
な
石
器
で
あ
り
、
石
器
製
作
技
術
の
一
つ
の
頂
点
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
細
石
刃
文
化
の
出
自
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
か
ら
の
系
譜
と
考
え
る
説
と
大
陸
か
ら
の
伝
播
説
の
二
者
が
あ
る
。

細
石
刃
を
剝
ぎ
と
る
細
石
刃
核
は
、
そ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
大
き
く
稜
柱
形
を
呈
す
る
野
岳
・
休
場
型
と
、
福
井
型
と
呼
ば
れ
る
楔
形（
舟

底
形
）に
二
分
さ
れ
る
が
、
九
州
地
方
で
は
真
正
な
野
岳
・
休
場
型
を
旧
石
器
時
代
に
、
福
井
型
は
土
器
出
現
以
降
の
縄
文
時
代
草
創
期
に
位

置
づ
け
る
編
年
が
共
通
理
解
さ
れ
て
い
る（
６
）。

Ⅲ
期
は
、
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
を
指
標
と
す
る
Ⅲａ
期
と
、
そ
れ
に
後
続
す
る
船
野
型
細
石
刃
核
を
も
つ
Ⅲ
ｂ
期
の
二
段
階
に
細
分
す
る
。

Ⅲ
ａ
期　

野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
を
指
標
と
す
る
石
器
群

野
岳
・
休
場
型
は
、
関
東
以
西
の
西
南
日
本
に
広
く
分
布
す
る
。
鈴
木
忠
司
に
よ
っ
て
、
野
岳
遺
跡
及
び
静
岡
県
休
場
遺
跡
の
資
料
を

も
と
に
型
式
設
定
が
な
さ
れ
た（
７
）。
と
こ
ろ
で
野
岳
遺
跡
の
資
料
に
は
、
稜
柱
形
と
と
も
に
扁
平
な
細
石
刃
核
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
含
め
て
野
岳
・
休
場
型
と
さ
れ
て
い
た
。
扁
平
な
細
石
刃
核
は
、
稜
柱
形
細
石
刃
核
の
細
石
刃
剝
離
の
進
行
に
よ
っ
て
扁
平
化
し
た
も

の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
研
究
の
進
展
で
、
細
石
刃
核
の
母
形
（
ブ
ラ
ン
ク
）の
段
階
か
ら
扁
平
を
意
図
し
た
も
の
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、

二
型
式
に
細
分
さ
れ
た
。
位
牌
塔
型
は
、
背
面
に
横
方
向
の
調
整
剝
離
が
施
さ
れ
る
も
の
で
、
諫
早
市
位
牌
塔
遺
跡
出
土
資
料
を
基
準
と

す
る
。
茶
園
型
は
、
背
面
が
礫
面
（
自
然
面
）で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
五
島
市
茶
園
遺
跡
Ⅴ
層
出
土
の
資
料
を
基
準
と
し
て
型
式
設
定
さ

れ
た
。

こ
の
時
期
を
代
表
す
る
茶
園
遺
跡
Ⅴ
層
石
器
群
は
、
野
岳
・
休
場
型
と
茶
園
型
・
位
牌
塔
型
の
共
伴
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
掻
器
・

削
器
・
楔
形
石
器
な
ど
を
組
成
す
る
な
ど
内
容
が
充
実
し
た
石
器
群
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
年
代
で
は
、
一
万
五
四
五
〇
年
前
と
い
う
数
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値
が
で
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
西
南
日
本
の
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
を
も
つ
石
器
群
の
な
か
で
最
も
古
く
、
Ⅲａ
期
の
開
始
期
の
年
代
と
し

て
重
要
で
あ
る（
８
）。

Ⅲ
ｂ
期　

船
野
型
細
石
刃
核
を
指
標
と
す
る
石
器
群

船
野
型
細
石
刃
核
は
、
大
分
・
宮
崎
な
ど
の
東
九
州
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
西
北
九
州
で
は
散
発
的
な
出
土
に
と
ど
ま
る
。
厚
手
の

剝
片
を
素
材
と
し
て
、
剝
片
の
主
要
剝
離
面
側
か
ら
下
方
へ
の
周
辺
調
整
に
よ
っ
て
細
石
刃
核
を
形
作
り
、
断
面
が
Ｕ
字
形
に
な
る
。
主

要
剝
離
面
は
そ
の
ま
ま
打
面
と
し
て
利
用
さ
れ
、
打
面
調
整
は
な
さ
れ
な
い
。
細
石
刃
剝
離
作
業
面
は
、
小
口
の
一
端
な
い
し
両
端
に
設
け

ら
れ
、
短
め
の
細
石
刃
が
生
産
さ
れ
る
。
東
九
州
で
は
流
紋
岩
・
頁
岩
・
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
石
材
が
用
い
ら
れ
る
が
西
北
九
州
で
は
黒
曜
石
が

使
わ
れ
る
。

県
内
の
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
は
、
福
井
洞
穴
第
四
層
、
長
崎
市
重
篭
遺
跡
、
西
輪
久
道
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

註（
１
）　
バ
ー
キ
ッ
ト
著
・
酒
詰
仲
男
訳『
旧
石
器
時
代
』　

帝
塚
山
大
学　

一
九
七
四

（
２
）　

海
部
陽
介『
人
類
が
た
ど
っ
て
き
た
道
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　
二
〇
〇
五

（
３
）　

河
村
善
也
「
更
新
世
の
哺
乳
類
」『
講
座　

日
本
の
考
古
学　
１
旧
石
器
時
代　

上
』　

青
木
書
店　
二
〇
一
〇

（
４
）　

早
田　

勉
「
更
新
世
堆
積
物
と
テ
フ
ラ
」『
講
座　

日
本
の
考
古
学　
１
旧
石
器
時
代　

上
』青
木
書
店　
二
〇
一
〇

（
５
）　

萩
原
博
文
「
原
の
辻
型
台
形
石
器
に
つ
い
て
」『
人
間
・
遺
跡
・
遺
物
―
わ
が
考
古
学
論
集
１
』麻
生　

優
編　

文
献
出
版　

一
九
八
三

（
６
）　

九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会『
九
州
の
細
石
器
文
化
』　

九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会　

一
九
九
七

（
７
）　

鈴
木
忠
司
「
野
岳
遺
跡
の
細
石
核
と
西
南
日
本
に
お
け
る
細
石
刃
文
化
に
つ
い
て
」『
古
代
文
化
』二
三
―
八　

古
代
学
協
会　

一
九
七
一

（
８
）　

川
道　

寛
「
日
本
列
島
最
西
端
の
細
石
器
文
化
」『
地
域
と
文
化
の
考
古
学
』Ⅰ　

明
治
大
学
考
古
学
研
究
室　
二
〇
〇
五
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遺
跡
の
分
布

旧
石
器
時
代
は
、
狩
猟
採
集
社
会
で
あ
り
、
獲
物
を
求
め
て
テ
リ
ト
リ
ー
内
を
遊
動
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
遺
跡
は
、
大
き
く

拠
点
遺
跡
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
拠
点
遺
跡
は
、
量
的
に
多
く
の
狩
猟
具
（
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
）
を
も
ち
、

獲
物
を
解
体
す
る
の
に
用
い
る
掻
器
・
削
器
を
装
備
す
る
。
石
器
製
作
を
遺
跡
内
で
行
う
た
め
石
核
、
敲
石
を
も
ち
、
製
作
に
よ
っ
て
生
じ
る

多
く
の
剝
片
類
が
出
土
す
る
。
調
理
に
用
い
た
と
い
わ
れ
る
礫
群
や
炉
跡
、
炭
化
物
集
中
な
ど
生
活
の
痕
跡
を
示
す
遺
構
も
検
出
さ
れ
る（
１
）。

こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
遺
跡
と
し
て
は
、
西
輪
久
道
遺
跡
、
諫
早
市
柿
崎
遺
跡
、
同
鷹
野
遺
跡
、
同
牛
込
Ａ
・
Ｂ
遺
跡
、
東
彼
杵
町
松
山

Ａ
遺
跡
な
ど
が
該
当
す
る
。

一
方
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
、
狩
猟
活
動
に
お
い
て
一
時
的
に
居
住
す
る
も
の
で
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
の
量
は
極
め
て
少
な
い
。
多
く
の

場
合
、
狩
猟
具
で
あ
る
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
が
数
点
出
土
す
る
程
度
で
あ
り
、
石
器
製
作
に
伴
う
石
核
や
解
体
具
の
掻
器
・
削
器
類

を
装
備
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
大
村
湾
周
辺
の
遺
跡
の
大
部
分
が
、
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
的
性
格
を
有
し
た
遺
跡
と
い
え
よ
う
。

大
村
湾
（
旧
石
器
時
代
に
は
盆
地
）
地
域
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
分
布
（
図
１
─
３
）
を
み
る
と
い
く
つ
か
遺
跡
が
集
中
分
布
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

大
村
市
内
か
ら
東
彼
杵
町
に
か
け
て
の
大
村
湾
東
岸
は
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
大
野
原
高
原
の
よ
う
な
玄
武
岩
台
地
が
展
開
し
て
お
り
、
湧

水
地
・
溜
池
の
付
近
を
中
心
に
遺
跡
群
が
広
が
る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
開
発
の
手
が
伸
び
て
お
ら
ず
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
日
本
考

古
学
協
会
洞
穴
遺
跡
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
東
彼
杵
町
の
遠
目
遺
跡
で
小
規
模
な
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
石
器
群
の
内
容
は

未
解
明
で
あ
る
。
一
方
、
大
村
市
の
中
心
部
に
広
が
る
大
村
扇
状
地
は
、
洪
積
世
扇
状
地
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
富
の
原
遺
跡
で
は
Ａ
Ｔ
火
山
灰
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
条
件
の
い
い
地
点
が
あ
れ
ば
市
内
中
心
部
に
お
い

て
も
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

大
村
市
内
か
ら
東
彼
杵
町
を
南
北
に
縦
貫
す
る
九
州
横
断
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
っ
て
多
く
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の

一  
第
二
節
　
大
村
湾
を
め
ぐ
る
旧
石
器
文
化
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図1‐3　長崎県旧石器時代遺跡分布 （日本旧石器学会編（2010）改変）
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遺
跡
が
多
良
岳
か
ら
西
に
延
び
る
丘
陵
の
端
部
に
位
置
し
て
お
り
、
土
層
の
堆
積
環
境
が
劣
悪
な
た
め
包
含
層
を
も
た
ず
、
遺
物
が
原
位
置
を

遊
離
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
分
布
を
見
る
と
高
速
道
路
の
路
線
と
見
事
に
一
致
す
る
。
遺
跡
分
布
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
そ
う

し
た
事
情
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
村
湾
南
岸
で
遺
跡
が
集
中
す
る
の
は
、
大
村
湾
の
最
奥
部
の
津
水
湾
に
面
し
た
諫
早
市
の
貝
津
地
区
で
あ
る
。
九
州
横
断
自
動
車
道
の

諫
早
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
及
び
中
核
工
業
団
地
造
成
と
い
う
大
規
模
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
が
一
九
七
〇
年
代
に
集
中
的
に
行
わ
れ
、
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
次
々
に
調
査
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の
地
域
の
地
形
は
、
溶
岩
円
頂
丘
（
ト
ロ
イ

デ
火
山
）で
あ
る
井
樋
ノ
尾
岳
（
標
高
四
〇
七
㍍
）、
八
天
岳
（
二
九
七
㍍
）な
ど
の
麓
に
標
高
五
㍍
〜
三
〇
㍍
の
低
平
な
丘
陵
が
展
開
し
て
お
り
、

遺
跡
は
そ
の
丘
陵
に
立
地
し
て
い
る
。
地
質
学
的
に
は
第
三
紀
の
砂
岩
層
で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
を
開
析
す
る
西
大
川
は
碁
盤
ノ
辻
に
源
を
発
す

る
全
長
三
・
三
㌔
㍍
の
小
河
川
で
あ
る
。
こ
の
川
沿
い
の
丘
陵
に
鷹
野
遺
跡
、
西
輪
久
道
遺
跡
、
柿
崎
遺
跡
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
が
集
中
す
る
。

西
彼
杵
半
島
の
北
端
か
ら
針
尾
島
に
も
遺
跡
の
集
中
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
玄
武
岩
台
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
風
化
土
層
の

中
に
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
み
か
ん
栽
培
等
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
た
め
地
表
面
に
遺
物
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

わ
せ
て
こ
の
地
域
は
、
日
本
で
も
有
数
の
黒
曜
石
の
原
産
地
で
も
あ
る
。
一方
、
半
島
の
中
央
部
に
は
西
彼
杵
変
成
岩
帯
と
呼
ば
れ
る
古
生
代
の

層
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
変
成
岩
が
露
出
す
る
地
域
で
は
旧
石
器
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
大
村
湾
東
岸
の
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化

こ
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
が
良
好
な
包
含
層
を
も
た
ず
、
石
器
群
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
個
々
の
石
器
の
型
式

学
的
特
徴
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
の
概
要
を
み
て
い
く
。

迫
ノ
山
遺
跡
は
、
今
村
町
蓮
蔵
寺
に
所
在
し
、
標
高
四
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
鞍
部
に
立
地
す
る
。
層
位
は
撹
乱
さ
れ
て
お
り
包
含
層
は
存
在

し
な
い
。
幅
広
の
分
厚
い
剝
片
を
素
材
と
す
る
台
形
石
器
（
図
１
─
６
の
５
）
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
両
側
縁
に
急
傾
斜
の
細
調
整
（
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン

グ
・
刃
潰
し
加
工
）が
施
さ
れ
る
。
風
化
が
進
ん
で
お
り
パ
テ
ィ
ナ（
古
色
）が
著
し
い
。

二
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針
尾
遺
跡
は
、
岩
松
町
の
Ｊ
Ｒ
岩
松
駅
近
く
の
丘
陵
に
位
置
す
る
。
標
高
は
四
五
㍍
あ
ま
り
、
包
含
層
は
存
在
し
な
い
。
台
形
石
器（
図
１
─

６
の
４
）が
一
点
出
土
し
て
い
る
。

石
原
遺
跡
は
、
向
木
場
町
に
所
在
し
、
標
高
六
〇
㍍
の
丘
陵
尾
根
部
に
立
地
す
る
。
切
出
状
を
呈
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
（
図
１
─
５
の
１
）
が
一

点
出
土
し
て
い
る
。

東
平
遺
跡
は
、
木
場
二
丁
目
東
平
に
所
在
し
、
標
高
六
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
に
立
地
す
る
。
不
定
形
な
横
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形

石
器
が
一
点
と
台
形
石
器（
図
１
─
５
の
３
）が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
石
器
も
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
を
素
材
と
し
て
い
る
。

上
長
尾
遺
跡
は
、
木
場
二
丁
目
上
長
尾
に
所
在
し
、
標
高
九
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
に
立
地
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
図

１
─
５
の
２
は
、
薄
手
の
幅
広
な
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
。
主
要
剝
離
面
側
か
ら
丁
寧
な
細
調
整
剝
離
が
施
さ
れ
て
い
る
。
図
１
─
５
の
３
は
、
薄

手
の
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
。
細
調
整
は
右
側
縁
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
石
材
に
は
古
里
系
の
乳
白
色
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。　

上
水
計
遺
跡
は
、
水
計
町
上
水
計
に
所
在
し
、
標
高
七
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
に
立
地
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
５
の
４
）
が
一
点
、
台
形
石

器
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
大
形
で
薄
手
の
良
質
な
縦
長
剝
片
を
素
材
と
し
、
打
瘤
を
除
去
す
る
よ
う
に
細
調
整
が
施
さ

れ
て
い
る
。
基
部
裏
面
に
は
弱
い
な
が
ら
も
調
整
剝
離
が
み
ら
れ
る
。
石
材
は
良
質
な
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
台
形
石
器（
図

１
─
６
の
４
〜
６
）
は
三
点
い
ず
れ
も
百
花
台
型
で
、
小
形
の
剝
片
を
素
材
と
し
、
刃
部
の
両
端
が
突
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜

石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
編
年
的
に
は
、
Ⅱ
ｄ
期
に
該
当
す
る
。

嶽
ノ
下
Ａ
遺
跡
・
嶽
ノ
下
Ｂ
遺
跡
は
、
池
田
１
・
２
丁
目
に
所
在
し
、
標
高
四
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
に
立
地
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
の
破
片
が

一
点
と
台
形
石
器（
図
１
─
６
の
６
〜
８
・
17
）
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。
６
〜
８
は
枝
去
木
型
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
坦
剝
離
に
近
い
調
整
加
工
が
表
裏

両
面
に
施
さ
れ
て
い
る
。
素
材
は
、
６
が
淀
姫
系
、
７・８
に
は
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
17
は
百
花
台
型
で
あ
る
。
上
水
計

遺
跡
の
も
の
と
極
め
て
似
て
お
り
、
刃
部
の
角
状
突
出
も
顕
著
で
あ
る
。
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
Ⅱｃ
期
か
ら
Ⅱ
ｄ
期
に
か
け

て
の
時
期
の
石
器
群
と
推
測
さ
れ
る
。

野
田
古
墳
は
、
標
高
六
〇
〜
七
〇
㍍
ほ
ど
の
丘
陵
の
西
端
に
あ
る
古
墳
群
で
あ
る
。
大
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
５
の
１９
）
が
一
点
出
土
し
て
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地図 遺跡名 所在地 標高
（ｍ） ナイフ形石器 台形石器 剥片尖頭器 角錐状石器 細石器

１ 野岳遺跡 東野岳町 270 ○ ○

２ 野田の久保遺跡 弥勒寺町 40 ○ ○ ○

３ 野田古墳 野田町 60〜70 ○ ○

４ 野田Ａ遺跡 鬼橋町野田 60〜70 ○ ○

５ 葛城遺跡 荒瀬町 50 ○ ○ ○

６ 嶽ノ下Ａ・Ｂ遺跡 池田１・２丁目字嶽ノ下 40 ○

７ 上水計遺跡 水計町上水許 70 ○ ○ ○

８ 上長尾遺跡 木場２丁目長尾 90 ○

９ 針尾遺跡 岩松町 45

10 東平遺跡 木場２丁目東平 60

11 石原遺跡 向木場町 60 ○ ○

12 迫ノ山遺跡 今村町追ノ山 40 ○

図1‐4　大村市内の旧石器遺跡分布図

表1‐1　大村市内の主な旧石器遺跡一覧表
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図1‐5　大村市内出土のナイフ形石器

1	

2
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7	 8
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13	 14
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21
	

22
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1	
2

3	 4	 5

6	 7	
8

9	 10	
11

12	 13

14	 15	 16	 17

18

図1‐6　大村市内出土の剥片尖頭器・角錐状石器・台形石器

剝片尖頭器・角錐状石器

台形石器

百花台型台形石器
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い
る
。
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
は
な
い
。
腰
岳
・
牟
田
系
の
漆
黒
色
黒
曜
石
を
素
材
と
し
て
お
り
、
先
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
二
側
縁
加
工

で
細
調
整
後
、
表
裏
両
面
に
平
坦
剝
離
を
施
す
。
基
部
裏
面
加
工
の
あ
り
方
か
ら
柿
崎
型
と
思
わ
れ
る
。

葛
城
遺
跡
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
荒
瀬
町
に
位
置
す
る
。
標
高
五
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
の
西
端
に
立
地
す
る
。
調
査
面
積
が
広
か
っ
た
た
め
か

多
く
の
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
二
側
縁
加
工
の
柳
葉
形
を
呈
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
５
の
11
・
12
）
は
二
点
あ
る
。
11

は
良
質
な
縦
長
剝
片
の
左
側
縁
先
端
部
と
右
側
縁
基
部
側
に
細
調
整
が
施
さ
れ
、
基
部
裏
面
に
も
僅
か
な
調
整
が
み
ら
れ
る
。
素
材
は
淀
姫

系
黒
曜
石
で
あ
る
。
13
は
小
形
で
あ
る
。
縦
長
剝
片
の
両
側
縁
に
丁
寧
な
細
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
素
材
は
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
で
あ
る
。

切
出
形
を
呈
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
（
図
１
─
５
の
15
〜
17
）
は
三
点
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
15
は
小
鯛
産
、
16
・
17
は
腰
岳
・

牟
田
系
で
あ
る
。
今
峠
型
と
思
わ
れ
る
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
５
の
14
・
18
）が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
と
も
に
淀
姫
系
黒
曜
石
を
素
材
と
し
、
幅
広

の
不
定
形
剝
片
の
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
打
瘤（
バル
ブ
）は
除
去
さ
れ
て
い
な
い
。
15
は
左
側
縁
に
丁
寧
な
細
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
18
は

基
部
右
側
縁
に
わ
ず
か
な
細
調
整
が
施
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
台
形
石
器
は
三
点
出
土
し
て
い
る
。二
点
は
枝
去
木
型
で
あ
り
、い
ず
れ
も
腰
岳
・

牟
田
系
の
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
調
整
剝
離
は
平
坦
剝
離
で
、
表
裏
両
面
に
施
さ
れ
る
。
百
花
台
型
の
も
の
は
小
形
で
、
刃
部
が
百
花
台

型
の
特
徴
で
あ
る
角
状
に
突
出
す
る
。
腰
岳
・
牟
田
系
の
良
質
の
石
材
を
素
材
と
す
る
。
本
石
器
群
は
、
多
種
類
の
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石

器
を
含
む
こ
と
か
ら
Ⅱｃ
期
か
ら
Ⅱ
ｄ
期
に
か
け
て
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

野
田
Ａ
遺
跡
は
、
鬼
橋
町
に
所
在
し
、
標
高
六
〇
〜
七
〇
㍍
ほ
ど
の
台
地
の
南
斜
面
に
広
が
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
５
の
５
〜
８
）
が
九
点
、

台
形
石
器（
図
１
─
６
の
９
・
10
）
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
の
ほ
と
ん
ど
は
二
側
縁
加
工
で
柳
葉
形
の
も
の
で
あ
る
。
良
質
な
縦
長
剝

片
を
素
材
と
す
る
。
基
部
裏
面
加
工
の
柿
崎
型
が
二
点
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
腰
岳
・
牟
田
系
の
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
切
出
状
の
ナ

イ
フ
形
石
器
は
、
不
定
形
剝
片
を
素
材
と
し
て
お
り
、
表
面
に
一
部
礫
面
を
保
持
し
て
い
る
。
石
材
に
は
淀
姫
系
黒
曜
石
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

台
形
石
器
は
、
刃
部
が
斜
刃
に
な
る
の
が
特
徴
で
、
一
点（
図
１
─
６
の
９
）は
、
幅
広
剝
片
を
素
材
と
し
、
左
側
縁
に
急
斜
な
細
調
整
加
工
が
施
さ
れ
、

右
側
縁
は
折
断
で
調
整
は
認
め
ら
れ
な
い
。
主
要
剝
離
面
に
厚
み
を
減
じ
る
た
め
の
平
坦
剝
離
が
施
さ
れ
て
い
る
。
石
材
は
腰
岳
・
牟
田
系
黒

曜
石
で
あ
る
。
他
の
一
点（
図
１
─
６
の
10
）も
幅
広
の
不
定
形
剝
片
を
使
用
し
て
い
る
。
両
側
縁
に
大
振
り
の
調
整
剝
離
が
施
さ
れ
る
が
、
主
要
剝
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離
面
の
調
整
は
認
め
ら
れ
な
い
。
石
材
は
淀
姫
系
黒
曜
石
で
あ
る
。

野
田
の
久
保
遺
跡
は
、
弥
勒
寺
町
に
所
在
し
、
標
高
四
〇
㍍
の
丘
陵
の
尾
根
部
に
立
地
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
、
剝
片
尖
頭
器
一
点
、

角
錐
状
石
器
二
点
、
台
形
石
器
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
包
含
層
は
な
く
、
い
ず
れ
も
表
採
若
し
く
は
撹
乱
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
ナ
イ
フ

形
石
器
は
、
い
ず
れ
も
小
形
で
細
身
の
柳
葉
形
を
呈
す
る
二
側
縁
加
工
の
も
の
で
あ
る
。
図
１
─
６
の
21
は
淀
姫
系
黒
曜
石
、
22
は
腰
岳
・
牟
田
系

黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
剝
片
尖
頭
器（
図
１
─
６
の
１
）は
、
大
形
で
先
端
部
が
折
断
欠
損
す
る
。
茎
部
を
丁
寧
に
作
り
出
し
て
い
る
。
素
材
に
は
、

安
山
岩
の
縦
長
剝
片
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
角
錐
状
石
器（
図
１
─
６
の
２
）も
厚
手
の
安
山
岩
製
の
縦
長
剝
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。
台
形
石
器
は
、

大
き
さ
の
大
小
、
形
状
の
相
違
は
あ
る
が
三
点
と
も
原
の
辻
型
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
を
素
材
と
し
て
い
る
。
図
１
─

６
の
11
・
12
は
原
の
辻
型
の
特
徴
で
あ
る
刃
部
に
肩
を
も
た
な
い
が
片
側
縁
に
大
き
く
抉
る
よ
う
な
調
整
剝
離
が
施
さ
れ
、
左
右
非
対
称
と
な
る
こ

と
か
ら
原
の
辻
型
の
一
員
と
し
た
。
図
１
─
６
の
13
は
、
小
形
の
刃
部
に
肩
部
を
有
す
る
典
型
的
な
原
の
辻
型
で
あ
る
。
Ⅱ
ｂ
期
か
ら
Ⅱｃ
期
に
か

け
て
の
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
で
は
古
期
の
石
器
群
を
含
ん
で
い
る
。

大
村
市
北
部
に
位
置
す
る
東
彼
杵
町
に
も
い
く
つ
か
の
遺
跡
が
存
在
す
る
。
遠
目
遺
跡
は
、
佐
賀
県
と
の
県
境
を
接
す
る
標
高
五
〇
〇
㍍
の

大
野
原
高
原
に
所
在
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
地
山
に
貼
り
つ
く
よ
う
な
出
土
状
態
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
小
形
の
一
側
縁
加
工

の
ナ
イ
フ
形
石
器
、
切
出
状
を
呈
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
黒
色
の
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
素
材
と
な

る
黒
曜
石
は
腰
岳
・
牟
田
系
と
推
測
さ
れ
る
。
学
史
的
に
は
意
義
深
い
遺
跡
で
、
短
報
が
日
本
旧
石
器
文
化
研
究
の
初
期
段
階
の
集
大
成
と
さ

れ
る
河
出
書
房
新
社
『
日
本
の
考
古
学
Ⅰ　

先
土
器
時
代
』（
一
九
六
五
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
井
手
寿
謙
の
採
集
し
た
カ
ブ
ラ

堤
及
び
千
綿
で
採
集
さ
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
も
図
示
さ
れ
て
い
る
。　

松
山
Ａ
遺
跡
は
、
大
村
湾
に
面
し
た
東
彼
杵
町
彼
杵
宿
郷
の
大
村
湾
を
見
下
ろ
す
丘
陵
の
西
端
に
あ
り
、
標
高
六
〇
〜
七
〇
㍍
ほ
ど
の
南

斜
面
に
立
地
す
る
。
七
〇
点
を
超
え
る
大
量
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
大
形
〜
小
形
の
二
側
縁
加
工
の
も
の（
図
１
─
７
の
３
〜
５・７
）や

切
出
状
を
呈
す
る
も
の（
図
１
─
７
の
６
）の
ほ
か
今
峠
型（
図
１
─
７
の
２
）
も
出
土
し
て
い
る
。
大
形
の
角
錐
状
石
器（
図
１
─
７
の
１
）が
伴
っ
て
い
る
こ
と
や

原
の
辻
型
台
形
石
器
を
組
成
し
な
い
こ
と
か
ら
Ⅱｃ
期
に
あ
た
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
七
七
点
を
数
え
る
が
全
て
黒
曜
石
の
縦
長
剝
片
を
素
材
と
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図1‐7　大村湾東岸のナイフ形石器文化
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し
て
い
る
。

大
村
湾
東
岸
地
域
で
は
こ
の
ほ
か
、
九
州
横
断
自
動
車
道
建
設
の
調
査
に
よ
っ
て
東
彼
杵
町
内
の
多
く
の
遺
跡
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形

石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

小
薗
城
跡
か
ら
は
十
数
点
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
角
錐
状
石
器
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
縦
長
剝
片
を
素
材
と
し
た
柳
葉
形

の
二
側
縁
加
の
今
峠
型
が
み
ら
れ
る
。
角
錐
状
石
器
は
横
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
。
石
材
は
黒
曜
石
で
、
腰
岳
・
牟
田
系
と
淀
姫
系
が
み
ら
れ

る
が
、
前
者
が
量
的
に
多
い
。
石
器
群
の
時
期
は
、
Ⅱｃ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

大
久
保
遺
跡
で
は
中
・
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
７
の
13
〜
16
）
が
二
一
点
出
土
し
て
い
る
。
多
く
は
小
形
で
柳
葉
形
を
呈
し
、
縦
長
剝
片

を
素
材
と
し
た
二
側
縁
加
工
の
も
の
で
、
基
部
裏
面
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
切
出
状
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
全

て
黒
曜
石
で
あ
る
。
漆
黒
色
の
良
質
な
腰
岳
・
牟
田
系
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
青
灰
色
を
呈
す
る
淀
姫
系
や
乳
白
色
に
縞
模
様
の
入
る
小

鯛
産
も
認
め
ら
れ
る
。
石
器
群
の
時
期
は
、
Ⅱｃ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

里
郷
遺
跡
か
ら
は
大
小
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
数
点（
図
１
─
７
の
17
・
18
）、
台
形
石
器
二
点
と
剝
片
尖
頭
器
一
点（
図
１
─
７
の
20
）
が
出
土
し
て
い
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
も
の
で
、
大
型
・
中
型
の
二
例
は
い
ず
れ
も
柿
崎
型
に
特
徴
的
な
基
部
裏
面
加
工
が
施
さ
れ
て

い
る
。
剝
片
尖
頭
器
は
非
常
に
小
型
の
も
の
で
あ
る
。
台
形
石
器
は
、
原
の
辻
型
と
百
花
台
型
で
あ
る
。
里
郷
遺
跡
の
石
器
群
の
時
期
は
、
Ⅱ

ｃ
期
か
ら
Ⅱ
ｄ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
大
村
湾
南
岸
の
遺
跡
群
　

西
北
九
州
は
、
雲
仙
火
山
を
擁
す
る
島
原
半
島
を
除
い
て
、
火
山
灰
の
堆
積
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
地
域
で
あ
る
。
旧
石
器
時
代
の
遺
物
は
、

玄
武
岩
の
風
化
土
層
に
包
含
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
層
位
の
良
好
な
遺
跡
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
多
く
の
場
合
撹
乱
を
受

け
て
お
り
、
縄
文
時
代
の
遺
物
と
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
西
輪
久
道
遺
跡
で
は
厚
い
堆
積
層
に
恵
ま
れ
上
下
二
時
期
の
石
器
群
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。

三



291原始編 第一章 旧石器時代

西
輪
久
道
遺
跡
は
、
諫
早
市
津
久
葉
町
に
所
在
し
、
西
大
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
標
高
二
〇
〜
三
〇
㍍
を
測
る
。
西
輪
久
道

遺
跡
下
層
石
器
群
は
、
第
Ⅵ
層
〜
第
Ⅶ
層
を
包
含
層
と
す
る
。
そ
の
組
成
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
・
剝
片
尖
頭
器
か
ら
な
る
。
ナ
イ

フ
形
石
器
は
、
切
出
形
に
類
似
す
る
小
形
の
や
や
幅
広
に
な
る
二
側
縁
加
工
の
も
の（
図
１
─
８
の
12
〜
14
）で
、
基
部
裏
面
に
若
干
の
調
整
加
工
が
認

め
ら
れ
る
。
台
形
石
器
は
、
原
の
辻
型（
図
１
─
８
の
16
〜
19
）
を
主
体
と
し
て
い
る
。
剝
片
尖
頭
器（
図
１
─
８
の
20
）
は
全
長
九
㌢
㍍
を
計
り
、
左
側
縁

に
大
振
り
の
調
整
加
工
が
、
右
側
縁
は
基
部
に
細
調
整
加
工
が
施
さ
れ
、
基
部
裏
面
に
は
バル
ブ
を
除
去
す
る
た
め
の
調
整
剝
離
が
み
ら
れ
る
。

淀
姫
系
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
下
層
石
器
群
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
Ⅱｃ
期
前
葉
段
階
に
該
当
す
る
。

西
輪
久
道
遺
跡
上
層
石
器
群
は
、
第
Ⅲ
層
〜
第
Ⅴ
層
を
包
含
層
と
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
・
尖
頭
状
石
器
か
ら
な
る
。
ナ
イ

フ
形
石
器
は
、
小
形
の
二
側
縁
加
工
の
も
の（
図
１
─
８
の
１・２
）、
切
出
状
の
も
の（
図
１
─
８
の
３
）の
ほ
か
今
峠
型
ナ
イ
フ
形
石
器（
図
１
─
８
の
５・６
）が
加

わ
る
。
台
形
石
器
は
、
原
の
辻
型
が
姿
を
消
し
、
代
わ
っ
て
斜
刃
を
呈
す
る（
図
１
─
８
の
９
）
よ
う
に
な
る
。
更
に
横
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
尖

頭
状
石
器（
図
１
─
８
の
10
・
11
）
が
出
現
す
る
。
こ
の
尖
頭
状
石
器
は
、
日
ノ
岳
遺
跡
で
採
集
さ
れ
て
そ
の
帰
属
時
期
を
め
ぐ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た

石
器
で
あ
っ
た
。
上
層
石
器
群
は
、
Ⅱｃ
期
後
葉
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

■
柿
崎
遺
跡
の
石
器
群

柿
崎
遺
跡
は
、
諫
早
市
貝
津
町
の
西
大
川
右
岸
の
低
い
丘
陵
の
裾
部
に
立
地
し
、
標
高
一
五
〜
一
七
㍍
を
測
る
。

石
器
群
の
内
容
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
七
四
点
、
台
形
石
器
五
点
、
掻
器
三
点
、
彫
器
三
点
、
石
核
六
点
か
ら
な
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
四

形
態
に
細
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
二
側
縁
加
工
で
基
部
裏
面
に
調
整
を
施
す
も
の（
図
１
─
９
の
８
〜
15
）
が
異
常
に
発
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
は
基
部
の
片
方
が
若
干
内
湾
す
る
よ
う
な
細
調
整
加
工
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
腰
岳
・
牟
田
系
と
思
わ
れ
る
良

質
な
黒
曜
石
製
の
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
。
こ
の
基
部
裏
面
加
工
の
も
の
を
柿
崎
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

台
形
石
器
は
量
的
に
少
な
い
。
原
の
辻
型
台
形
石
器
（
図
１
─
９
の
18
・
20
）
が
二
点
、
百
花
台
型
（
図
１
─
９
の
21
・
22
）
が
二
点
出
土
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
が
柿
崎
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
伴
う
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
編
年
的
に
は
Ⅱｃ
期
と
Ⅱ
ｄ
期
の
二
期
に
区
分
で
き
る
。図
１
─
９
の
24
は
ハンマ
ー
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図1‐8　西輪久道遺跡の石器群
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ス
ト
ー
ン
と
ス
ト
ー
ン
リ
タ
ッ
チ
ャ
ー
両
方
の
機
能
を
も
っ
た
石
器
で
あ
る
。
石
材
は
不
明
で
あ
る
が
、
棒
状
の
円
礫
を
素
材
と
し
て
い
る
。
敲
打

痕
や
擦
痕
が
全
面
に
残
り
、
一
部
に
タ
ー
ル
状
の
物
質
が
付
着
し
て
い
る
。
使
用
頻
度
の
高
い
石
器
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

接
合
資
料
も
数
点
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
図
１
─
９
の
25
は
分
厚
い
剝
片
の
小
口
か
ら
縦
長
剝
片
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
26
は
あ
ま
り
例
を
み

な
い
ナ
イ
フ
形
石
器
同
士
の
接
合
資
料
で
あ
る
。

福
田
一
志
は
、
報
告
の
中
で
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
チ
ッ
プ
に
着
目
し
て
そ
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
石
器
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
整
形
作
業（
細

調
整
・
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
）の
際
に
生
じ
る
微
細
な
砕
片
で
あ
る
が
、
当
時
静
岡
県
寺
谷
遺
跡
で
報
告
さ
れ
た
程
度
で
全
国
的
に
み
て
も
先
駆
的

な
業
績
で
あ
り
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
製
作
過
程
に
迫
っ
た
独
創
的
な
業
績
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
湾
奥
の
地
域
で
は
、
西
輪
久
道
遺
跡
・
柿
崎
遺
跡
と
同
じ
丘
陵
上
に
雀
ノ
倉
遺
跡
・
鷹
野
遺
跡
・
牛
込
Ａ
・
Ｂ
遺
跡
・
平
遺
跡
な

ど
豊
富
な
石
器
群
を
有
す
る
遺
跡
が
数
多
く
存
在
す
る
。
編
年
的
に
は
い
ず
れ
も
Ⅱｃ
期
か
ら
Ⅱ
ｄ
期
と
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
後
半
段
階
で
あ

る
。
ま
た
長
与
町
長
与
堂
崎
遺
跡
で
も
ナ
イ
フ
形
石
器
・
台
形
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
大
村
湾
西
岸
の
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化

大
村
湾
西
岸
の
西
彼
杵
半
島
に
は
西
彼
杵
変
成
岩
帯
と
呼
ば
れ
る
古
生
代
の
層
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
変
成
岩
が
露
出
す
る
地
域
で
は
旧

石
器
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
半
島
の
北
部
に
は
玄
武
岩
丘
陵
が
広
が
っ
て
お
り
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
集
中
す
る
。
ま
た
西
彼
町

亀
岳
、
佐
世
保
市
針
尾
島
に
は
黒
曜
石
原
産
地
が
存
在
す
る
。

ケ
イ
マ
ン
ゴ
ー
遺
跡
は
、
半
島
北
端
の
西
海
市
西
海
町
に
所
在
し
、
標
高
四
五
㍍
の
玄
武
岩
台
地
に
立
地
す
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
一
五
点
、

台
形
石
器
一
一
点
の
ほ
か
掻
器
・
削
器
・
石
核
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、
縄
文
時
代
晩
期
の
遺
物
と
混
在
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
の
大

部
分
は
、
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
二
側
縁
加
工
の
も
の
で
あ
る
が
、
横
長
剝
片
素
材
の
も
の
も
あ
る
。
台
形
石
器
は
枝
去
木
型
が
主
体
を
占

め
る
。
時
期
的
に
は
Ⅱｃ
期
の
後
半
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

西
海
市
西
彼
町
白
似
田
遺
跡
で
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
一
五
点
、
彫
器
一
点
、
石
核
一
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
一
点
の

四
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図1‐9　柿崎遺跡の石器群
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横
長
剝
片
素
材
を
除
け
ば
、
そ
の
他
は
す
べ
て
縦
長
剝
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。
二
側
縁
加
工
の
も
の
が
多
い
が
切
出
状
の
も
の
も
あ
る
。
基
部

裏
面
加
工
を
施
し
た
も
の
も
二
点
あ
る
。
彫
器
は
大
形
の
縦
長
剝
片
を
素
材
と
す
る
も
の
で
、
剝
片
先
端
部
に
三
回
の
加
撃
に
よ
っ
て
彫
刀
面

を
形
成
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地
元
の
亀
岳
産
の
黒
曜
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
石
材
原
産
地
と
直
結
し
た
遺
跡
と
評
価
で
き
よ
う
。
編
年
的

に
は
横
長
剝
片
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
存
在
か
ら
み
て
Ⅱｃ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

西
海
市
大
瀬
戸
町
の
奉
環
遺
跡
は
、
西
彼
杵
変
成
岩
帯
に
位
置
し
て
い
る
も
の
の
、
遺
跡
周
辺
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
玄
武
岩
の
風
化
土
層
が
み
ら

れ
る
。
範
囲
確
認
調
査
の
た
め
小
面
積
だ
が
、
そ
の
内
容
は
興
味
深
い
。
厚
い
包
含
層
を
有
し
て
お
り
、
上
下
二
枚
の
文
化
層
が
予
想
さ
れ
る
。

註（
１
）　

堤　

隆『
列
島
の
考
古
学　

旧
石
器
時
代
』　

河
出
書
房
新
社　
二
〇
一
一

旧
石
器
時
代
の
終
末
、
非
較
正
の
放
射
性
年
代
測
定
で
い
う
と
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
に
な
る
と
九
州
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
野
岳
・

休
場
型
細
石
刃
核
に
代
表
さ
れ
る
稜
柱
形
細
石
刃
核
を
も
つ
細
石
刃
文
化
が
展
開
す
る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
遺
跡
が
、
野
岳
・
休
場
型

細
石
刃
核
の
標
式
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
野
岳
遺
跡
で
あ
る
。
考
古
学
の
世
界
で
は
発
掘
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
型
式
分
類
の
基
準
を
作
成
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
野
岳
遺
跡
は
発
掘
さ
れ
た
資
料
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙

す
る
遺
跡
に
な
り
得
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
井
手
寿
謙
と
野
岳
遺
跡

東
彼
杵
町
木
場
郷
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
の
本
地
寺
は
、
麓
か
ら
急
な
山
道
を
登
っ
た
高
原
状
の
地
形
、
標
高
二
一
〇
㍍
の
高
所
に
あ
る
。

一
第
三
節
　
大
村
湾
を
め
ぐ
る
細
石
器
文
化
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寺
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
晴
れ
た
日
に
は
対
岸
の
西
彼
杵
半
島
が
手

に
届
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
入
り
口
の
石
段
の
脇
に「
井
手
壽
謙
上
人
顕

彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
の
別
面
に
は
「
西
日
本
旧
石
器
研
究
の
草
分

け
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

井
手
寿
謙
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
年
三
月
二
十
八
日
北
松
浦

郡
江
迎
町
に
生
ま
れ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
父
寿
峰
の
本
地
寺
住
職

就
任
に
伴
い
東
彼
杵
町
木
場
郷
に
転
居
し
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

年
旧
制
大
村
中
学
校
に
入
学
し
た
一
六
歳
の
と
き
、
東
彼
杵
町
里
郷
串
島
石
棺
群
の
発
掘
調
査
を
見
学
し
た
際
、
調
査
担
当
の
東
京
大
学

（
当
時
は
東
京
帝
国
大
学
）
黒
板
勝
美
教
授
に
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
考
古
学
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
大
村
中
学
校
在

学
中
に
は
「
石
器
」の
収
集
を
始
め
、
級
友
か
ら
「
石
狂
人
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う（
１
）。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
頃
長
崎
考
古

学
会
の
重
鎮
で
あ
る
津
田
繁
二
に
師
事
し
て
い
る
。
津
田
が
著
し
た
「
我
が
長
崎
県
の
先
史
時
代
及
び
原
始
時
代
の
遺
跡
・
遺
物
の
概
略
に
就
い

て
」（
一
九
四
〇
）に
は
大
村
周
辺
の
先
史
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、
東
彼
杵
郡
の
項
に
「
松
原
村
野
岳
郷（
遺
物
散
布
地
）石
鏃
、
嬉
野
式
石
匙
、

弥
生
式
土
器
、
石
鏃
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
恐
ら
く
井
手
の
採
集
し
た
野
岳
遺
跡
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
石
狂
人
」
と
称
さ
れ
た
井
手
は
、
し
か
し
単
な
る
古
物
趣
味
の
好
事
家
な
ど
で
は
な
く
、
考
古
学
研
究
者
と
し
て
、
当
時
の
中
央
学
会
の

情
報
に
も
精
通
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
物
語
る
も
の
が
大
村
市
立
図
書
館
に
あ
る
。
井
手
の

蔵
書
が
「
井
手
文
庫
」
と
し
て
寄
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
戦
前
ヨ
ー
ロッ
パの
旧
石
器
を
日

本
に
紹
介
し
て
い
た
大
山　

柏
の
著
し
た
『
考
古
学
講
座
』
欧
州
旧
石
器
時
代
・
欧
州
新
石
器
時

代
、『
史
前
人
工
遺
物
分
類　

第
一
綱　

石
器
』な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
史
時
代
の
石
器

に
つい
て
本
格
的
に
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

戦
時
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
示
す
資
料
が
東
彼
杵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
出

写真1‐3　井手寿謙 38歳
（井手杲氏提供）

写真1‐2　井手寿謙上人顕彰碑
（東彼杵町　日蓮宗本地寺提供）
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土
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
縄
文
時
代
大
珠
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
来
歴
を
ひ
も
と
い
て
み

る
と
、
井
手
が
先
の
大
戦
で
従
軍
し
た
際
、
配
属
先
の
茨
城
県
阿
見
町
で
防
火
用
水

の
池
を
掘
っ
た
時
に
偶
然
掘
り
出
し
た
も
の
を
上
官
の
許
可
を
得
て
持
ち
帰
っ
た
も

の
ら
し
い
。
硬
玉
製
の
優
品
で
あ
る
。

さ
て
本
地
寺
の
碑
文
に
刻
ま
れ
た「
西
日
本
旧
石
器
研
究
の
草
分
け
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
野
岳
遺
跡
の
発
見
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
野
岳
湖

は
大
村
市
の
北
部
、
東
野
岳
町
に
あ
る
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
人
造
湖
で
あ
る
。
周

囲
約
三
㌔
㍍
、
夏
は
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
客
で
に
ぎ
わ
う
。
遺
跡
は
、
中
央
サ
イ
ト
キ
ャ

ン
プ
場
あ
た
り
で
、
今
で
も
黒
曜
石
の
剝
片
な
ど
を
採
集
で
き
る
。
こ
の
遺
跡
で
井

手
は
、
三
〇
点
を
超
え
る
細
石
刃
核
を
採
集
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
非
常
に
ま
と
ま

り
の
あ
る
石
器
群
で
、
細
石
刃
核
の
素
材
に
は
遺
跡
か
ら
十
数
㌔
㍍
離
れ
た
佐
世
保

市
針
尾
島
の
牛
ノ
岳
に
産
出
す
る
淀
姫
系
黒
曜
石
を
使
用
し
て
お
り
、
風
化
面
は
青

灰
色
に
な
る
。
井
手
は
こ
の
細
石
刃
核
に
つ
い
て
謙
遜
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
石
核
は
一
見
ま
こ
と
に
つ
ま
ら
ぬ
も
の
の
様
で
す
が
、
こ
れ
は
貴
重
な
る
考
古

学
資
料
で
あ
り
ま
す
」と
。

こ
の
石
器
に
ま
つ
わ
る
話
は
極
め
て
興
趣
に
富
ん
で
い
る
。

　
　
芹
澤
長
介
と
野
岳
遺
跡
の
邂
逅

日
本
の
旧
石
器
時
代
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
岩
宿
遺
跡
の
発
見
か
ら
一
〇
年
後
の
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
春
、
芹
澤
は
、
旧
石
器
文

化
の
広
が
り
を
確
認
す
る
た
め
、
九
州
地
方
巡
見
の
旅
に
出
る
。
途
中
で
合
流
し
た
鎌
木
義
昌
と
芹
澤
両
名
は
、
博
多
、
唐
津
、
長
崎
、
雲
仙
、

二

写真1‐4　野岳遺跡近景
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島
原
、
鳥
栖
、
熊
本
、
山
鹿
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
別
府
と
九
州
一
周
の
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
そ
の
旅
の
終
わ
り
こ
ろ
、
佐
世
保
市
の

佐
世
保
市
文
化
館
に
旧
石
器
の
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
及
ん
だ
二
人
は
別
府
か
ら
佐
世
保
へ
と
急
行
し
た
。
芹
澤
は
、
展
示
品

の
長
崎
県
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
木
場
郷
の
本
地
寺
住
職
井
手
寿
謙
が
出
品
し
た
細
石
刃
と
細
石
刃
核
に
注
目
し
、
二
人
は
早
速
千
綿
へ
と
移

動
し
、
井
手
の
元
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

芹
澤
は
岩
波
新
書
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て『
日
本
旧
石
器
時
代
』を
著
し
て
い
る
。
書
中
の「
九
州
への
旅
」
と
い
う
一
節
に「
千
綿
の
山
寺
」

と
い
う
項
が
あ
る
。
押
さ
え
気
味
の
記
述
で
は
あ
る
が
、
芹
澤
の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
書
き
振
り
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
引
用
し
て

み
た
い
。大

村
線
の
千
綿
駅
で
下
車
し
、
駅
員
に
、
本
地
寺
へ
行
き
た
い
の
だ
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
訊
ね
て
み
る
と
、
駅
か
ら
約
六
㌔
㍍
離
れ
た
山

の
上
に
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
し
か
し
雨
が
激
し
く
降
っ
て
き
た
上
に
、
千
綿
付
近
に
は
タ
ク
シ
ー
も
全
く
な
い
と
い
う
。
窮
余
の
一
策
と

し
て
、
付
近
の
家
か
ら
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
出
し
て
も
ら
い
、
助
手
席
に
乗
り
込
ん
で
出
発
し
た
。
土
砂
降
り
の
雨
の
中
、
石
こ
ろ
と
泥
の
坂

道
を
登
る
こ
と
約
三
〇
分
、
鬱
蒼
と
し
た
木
立
の
中
に
濡
れ
て
光
る
本
地
寺
の
石
段
の
前
に
着
い
た
時
は
す
で
に
夕
暮
れ
で
あ
っ
た
。

石
段
を
登
り
切
る
と
、
古
い
歴
史
を
秘
め
て
い
る
感
じ
の
本
堂
が
見
え
て
き
た
。
左
手
の
墓
地
に
は
二
〇
数
基
の
代
々
の
住
職
の
も
の
と

思
わ
れ
る
苔
む
し
た
石
塔
が
雨
に
打
た
れ
て
並
ん
で
い
た
。
庫
裏
に
ま
わ
っ
て
来
意
を
告
げ
る
と
住
職
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
た
。
ち
ょ

う
ど
寺
の
行
事
の
慰
霊
祭
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
奥
に
通
さ
れ
て
か
ら
、
佐
世
保
文
化
館
に
出
品
し
て
あ
っ
た
細
石
器
の
関
連

資
料
を
み
た
い
と
申
し
出
る
と
、
住
職
は
別
の
室
か
ら
箱
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
石
器
類
を
出
し
て
来
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ

て
旧
石
器
で
あ
っ
て
、
細
石
刃
、
細
石
刃
核
、
ナ
イ
フ
、
彫
刻
刀
、
尖
頭
器
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
器
種
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
住
職
が
東
彼
杵

郡
の
各
地
を
た
ん
ね
ん
に
歩
い
て
採
集
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
も
驚
い
た
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
の
旧
石
器
の
採
集
は
、
二
〇
年
も
前
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
す
で
に
何
人
か
の
考
古
学
者
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
誰
も
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
も
し
も
、こ
れ
ら
の
資
料
が
一
九
三
〇
年
代
あ
る
い
は
四
〇
年
代
の
は
じ
め
に
研
究
者
の
誰
か
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
な
ら
、

岩
宿
の
発
見
を
俟
た
ず
し
て
、
日
本
の
旧
石
器
時
代
研
究
は
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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私
た
ち（
芹
澤
・
鎌
木
）が
興
奮
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
石
器
を
見
て
い
る
時
、
住
職
は
一
冊
の
本
を
取
り
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
当
時
出

版
さ
れ
て
間
も
な
い
私
の
著
書
「
無
土
器
文
化
」
で
あ
っ
た
。
永
年
採
集
を
続
け
て
き
た
石
器
を
理
解
す
る
た
め
に
、
つい
数
日
前
に
長
崎

市
ま
で
出
か
け
て
購
入
し
て
み
た
の
だ
と
い
う
。

既
に
長
野
県
矢
出
川
遺
跡
で
細
石
器
文
化
の
検
出
に
成
功
し
て
い
た
芹
澤
は
、
野
岳
遺
跡
の
価
値
を
即
座
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
後
日
、

東
北
大
学
の
学
生
と
と
も
に
本
地
寺
を
再
訪
し
た
芹
澤
は
、
井
手
を
帯
同
し
て
野
岳
遺
跡
に
赴
き
、
将
来
の
発
掘
地
点
を
決
め
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
が
残
念
な
が
ら
そ
の
機
会
が
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

文
中
に
登
場
す
る
『
無
土
器
文
化
』
が
大
村
市
立
図
書
館
の
井
手
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
見
返
し
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
る
と
芹
澤
の

自
筆
の
署
名
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
四
年
四
月
十
三
日

　
　
　

九
州
に
細
石
器
を
尋
ね
て
の
途
次

　
　
　
　
　

芹
澤　

長
介

写真１‐５　芹澤長介氏署名

写真１‐６　『考古学ノートⅠ』
（日本評論社『先史時代Ⅰ無土器文化』より）
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墨
痕
鮮
や
か
な
芹
澤
の
署
名
は
達
筆
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
面
か
ら
は
、
細
石
器
を
求
め
て
九
州
を
旅
し
、
つい
に
野
岳
遺
跡
に
巡
り
会
え
た
と

い
う
芹
澤
の
興
奮
が
読
み
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

芹
澤
が
い
う
よ
う
に
井
手
の
野
岳
遺
跡
で
の
採
集
作
業
は
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
井
手
は
「
大
村
史
談
」
に
野
岳

遺
跡
の
石
器
を
め
ぐ
っ
て
京
都
大
学
の
樋
口
隆
康
教
授
と
三
時
間
に
わ
た
っ
て
論
争
し
た
と
記
し
て
い
る（
２
）。
意
見
は
対
立
し
た
ま
ま
で
、
教

授
の
目
を
引
く
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
の
は
か
え
す
が
え
す
残
念
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
、
岩
宿
の
発
見
以
前
の
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）で
あ
り
、
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
て
お
れ
ば
「
岩
宿
の
発
見
」
な
ら
ぬ「
野
岳
の
発
見
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
に
も
隠
れ
た「
岩
宿
の
発
見
」が
潜
ん
で
い
た
。

　
　
鈴
木
忠
司
と
野
岳
遺
跡

こ
こ
で
も
う
一
人
野
岳
遺
跡
に
と
っ
て
重
要
な
役
回
り
を
す
る
人
物
に
登
場
願
お
う
。
鈴
木
忠
司
で
あ
る
。

芹
澤
・
鎌
木
が
注
目
し
た
野
岳
遺
跡
の
細
石
刃
石
器
群
を
一
躍
全
国
区
に
昇
進
さ
せ
た
の
が
鈴
木
忠
司
で
あ
る
。
鈴
木
は
明
治
大
学
在
学

中
、
佐
賀
県
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
。
調
査
終
了
後
、
河
出
書
房
新
社
『
日
本
の
考
古
学
Ⅰ　

先
土
器
時
代
』に
記
載
さ
れ
て
い
た

「
遠
目
遺
跡
」の
資
料
を
実
見
す
る
た
め
本
地
寺
に
井
手
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
目
に
し
た
の
が
野
岳
の
細
石
器
で
あ
っ
た
。
こ
と
の
重
大
さ
を
認
識
し
た
鈴
木
は
す
ぐ
に
実
測
を
申
し
入
れ
、
了
承
を
得
る
と
そ
の

後
幾
度
と
な
く
本
地
寺
を
訪
れ
、
実
測
を
行
っ
て
い
る
。
鈴
木
の
記
録
に
よ
る
と
そ
の
回
数
は
な
ん
と
一
〇
数
回
に
も
及
ん
で
い
る
。
当
時
鈴

木
の
本
地
寺
詣
で
に
同
行
し
、
実
測
を
手
伝
っ
た
平
ノ
内
幸
治
に
よ
る
と
、
ふ
も
と
か
ら
急
な
山
道
を
一
時
間
ほ
ど
登
り
つ
め
、
よ
う
や
く
寺

に
た
ど
り
着
く
と
ま
ず
井
手
が
庫
裏
か
ら
書
物
を
取
り
出
し
て
鈴
木
を
質
問
攻
め
に
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
よ
う
や
く
実
測
で
き
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
鈴
木
が
書
い
た
実
測
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ク
リ
ー
ム
色
の
無
地
の
ケ
ン
ト
紙
に
精
細
な
線
で
表
現
さ
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
本
地
寺
詣
で
が
実
を
結
ぶ
時
が
き
た
。
鈴
木
は
労
作
で
あ
る「
野
岳
遺
跡
の
細
石
核
と
西
南
日
本
に
お
け
る
細
石
刃
文
化
」

（
一
九
七
一
）
と
い
う
論
文
を
上
梓
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
今
日
で
も
細
石
刃
文
化
研
究
に
お
い
て
必
携
の
論
文
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
視
点
は
、

三
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当
時
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
長
野
県
矢
出
川
遺
跡
や
静
岡
県
休
場
遺
跡
な
ど

西
南
日
本
に
展
開
す
る
稜
柱
形
細
石
刃
核
を
「
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
」

と
い
う
名
称
を
与
え
て
北
方
系
の
削
片
系
細
石
刃
核
と
対
峙
す
る
姿
を
鮮
明

に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
小
林
達
雄
が
提
唱
し
た
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｂ
論
と
は

似
て
非
な
る
も
の
で
、
遺
跡
名
を
冠
し
た
「
野
岳
・
休
場
型
」
な
る
細
石
刃

核
は
瞬
く
間
に
研
究
者
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
細
石
器
文
化

研
究
を
志
す
学
者
に
と
っ
て
誰
一
人
と
し
て
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
に
な
っ
た
。

ま
た
鈴
木
は
、
大
学
院
卒
業
後
京
都
の
名
門
平
安
博
物
館
に
奉
職
し
て
か
ら
も
足
繁
く
本
地
寺
を
訪
問
し
て
お
り
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ

て
野
岳
遺
跡
の
資
料
の
一
部
が
平
安
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
平
安
博
物
館
は
、
京
都
中
京
区
三
条
高
倉
に
あ
る
旧
日

銀
京
都
支
店
で
重
厚
な
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
で
そ
れ
自
体
が
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
現
在
は
京
都
文
化
博
物
館
の
別
館
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和

四
〇
年
代
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
薄
暗
い
展
示
室
の
一
角
で「
野
岳
遺
跡
」の
細
石
刃
核
は
確
か
に
異
彩
を
放
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
野
岳
遺
跡
の
今
日
的
評
価

芹
澤
ら
に
よ
る「
野
岳
の
再
発
見
」以
来
、
野
岳
遺
跡
の
学
会
への
情
報
伝
達
は
、
本
地
寺
訪
問
後
す
ぐ
に
鎌
木
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
鎌
木

は
「
細
石
器
問
題
の
進
展
（
三
）」（
一
九
五
九
）に
記
載
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
翌
六
〇
年
に
は
芹
澤
が
『
石
器
時
代
の
日
本
』に
お
い
て
野

岳
遺
跡
の
細
石
刃
核
一
点
の
実
測
図
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
「
野
岳
遺
跡
」
の
名
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
野
岳
遺
跡
の
名
称

が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
鎌
木
義
昌
・
間
壁
忠
彦
に
よ
る「
九
州
地
方
の
先
土
器
文
化
」（
一
九
六
五
）に
お
い
て
で
あ
る
。
鎌
木
・
間
壁
は
野

岳
遺
跡
の
細
石
刃
核
を
「
半
円
錐
形
で
打
面
調
整
の
あ
る
非
常
に
と
と
の
っ
た
感
じ
の
細
石
核
…
中
略
…
石
質
も
北
九
州
に
お
け
る
一
般
の
細

石
器
と
は
異
な
り
、
普
通
の
黒
曜
石
で
な
く
、
安
山
岩
に
似
た
グ
ラ
ッ
シ
ー
な
も
の
」
と
述
べ
、
野
岳
遺
跡
と
福
井
洞
穴
二
・
三
層
と
の
違
い
を

四

写真１‐７　『古代文化』
（財団法人古代学協会『古代文化』
第23巻８号より）



302

明
ら
か
に
し
た
。
麻
生　

優
は
同
書
に「
細
石
器
文
化
」
と
い
う
論
文

を
著
し
、
日
本
の
細
石
器
文
化
の
集
大
成
を
行
っ
た
。
麻
生
は
、
九

州
地
方
の
細
石
器
編
年
を
当
時
唯
一
層
位
的
な
出
土
例
で
あ
っ
た
福

井
洞
穴
の
成
果
と
細
石
刃
核
の
技
術
的
・
形
態
的
特
徴
を
元
に
、
半

円
錐
形
→
円
錐
形
→
半
舟
底
状
→
舟
底
状
と
い
う
変
遷
を
提
示
し
、

野
岳
遺
跡
の
資
料
を
円
錐
形
の
代
表
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

野
岳
遺
跡
が
細
石
器
文
化
研
究
の
中
で
何
故
こ
う
も
高
く
評
価
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
資
料
の
一
括
性
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
表
採
資
料
で
あ
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
他
時
期
の

資
料
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
多
く
の
細
石
刃
核
・
細
石
刃
の
斉
一
性
が

高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
素
材
と
な
る
原
石
が
淀
姫
産

の
黒
曜
石
で
あ
る
こ
と
や
大
型
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

野
岳
・
休
場
型
の
編
年
的
位
置
を
九
州
地
方
の
細
石
器
文
化
の
出

現
期
（
最
古
期
）に
お
く
こ
と
は
学
会
の
共
通
理
解
で
あ
る
。
で
は
そ

の
出
自
は
ど
う
な
の
か
。
萩
原
博
文
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
最
終

末
段
階
に
お
け
る
石
器
の
小
形
化
指
向
、
形
態
的
統
一
、
組
合
わ

せ
具
の
開
発
と
い
う
基
本
的
構
造
が
細
石
刃
石
器
群
の
出
現
に
深
く

関
与
す
る
と
し
て
、
細
石
刃
石
器
群
の
自
生
説
を
主
張
し
て
い
る（
３
）。

萩
原
は
、
出
現
期
の
細
石
刃
核
を
扁
平
な
位
牌
塔
型
・
茶
園
型
に
求

め
、
そ
れ
が
ナ
イ
フ
形
石
器
群
の
磯
道
型
石
核
と
共
通
点
を
も
つ
と

図１‐１０　野岳・休場型と削片系細石器（安蒜（2010）改変）

削片系細石器

野岳・休場型細石器
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す
る
。
こ
れ
に
対
し
佐
藤
宏
之
は
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
に
立
っ
て
細
石
器
文
化
の
伝
播
を
論
じ
て
い
る
。
佐
藤
は
、
稜
柱
型
（
野
岳
・
休
場
型
）

の
起
源
に
つ
い
て
の
明
言
は
避
け
る
が
、
中
国
華
北
地
方
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
地
域
か
ら
の
到
来
と
予
想
し
て
い
る
。
つ
ま
り

西
回
廊
（
日
本
と
大
陸
を
結
ぶ
連
絡
路
）
を
通
じ
て
古
本
州
島
西
端
に
入
り
、
太
平
洋
沿
い
に
関
東
地
方
ま
で
の
西
南
日
本
に
拡
散
し
た
と
す

る（
４
）。
一
方
、
北
方
起
源
の
削
片
系
細
石
器
文
化
の
一
群
は
、
北
海
道
か
ら
東
北
地
方
へ
と
進
出
し
、
日
本
海
沿
い
に
南
下
し
て
岡
山
県
恩

原
遺
跡
ま
で
行
き
着
く
が
九
州
地
方
へ
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
年
注
目
す
べ
き
遺
跡
が
調
査
さ
れ
た
。
群
馬
県
み
ど
り
市
馬
見
岡
遺
跡
が

そ
れ
で
、
信
州
産
黒
曜
石
で
つ
く
ら
れ
た
二
点
の
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
と
珪
質
岩
系
石
材
で
つ
く
ら
れ
た
削
片
系
細
石
刃
核
に
伴
う
削
片

が
同
一
の
ブ
ロッ
ク
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
ま
さ
に
南
北
二
系
統
の
細
石
刃
石
器
群
の
遭
遇
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
両
者
が
同
時
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
関
東
地
方
で
従
来
い
わ
れ
て
き
た
野
岳
・
休
場
型
→

ホ
ロ
カ
型
→
湧
別（
削
片
）系
と
い
う
編
年
観
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
大
村
湾
地
域
の
細
石
刃
石
器
群

■
一
．
大
村
湾
東
岸
の
細
石
刃
石
器
群

野
岳
遺
跡
で
は
総
数
三
〇
点
を
超
え
る
細
石
刃
核
と
大
量
の
細
石
刃
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
村
市
立
史
料
館
及
び
長
崎
純
心

大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
各
一
点
を
除
い
た
残
り
の
資
料
は
井
手
寿
謙
の
採
集
品
で
、
東
彼
杵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
、
そ

の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

細
石
刃
核
及
び
細
石
刃
と
安
山
岩
製
の
大
形
削
器
そ
れ
に
石
槍
な
ど
も
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
石
槍
は
形
態
か
ら
み
て
細
石
器
に
伴
う
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ほ
ぼ
単
純
な
組
成
で
、
そ
の
あ
り
方
は
大
分
県
亀
石
山
遺
跡
の
様
相
に
類
似
す
る
。
細
石
刃
核
に
用
い
ら
れ
る
石
材
は

す
べ
て
淀
姫
系
黒
曜
石
に
限
定
さ
れ
、
四
〜
六
㌢
㍍
大
の
亜
角
礫
を
素
材
と
す
る
。
石
材
利
用
に
お
い
て
特
定
石
材
に
依
存
す
る
遺
跡
の
あ
り

方
か
ら
遊
動
生
活
を
し
て
い
た
野
岳
人
の
活
動
の
痕
跡
が
読
み
取
れ
る
。
野
岳
遺
跡
か
ら
淀
姫
系
黒
曜
石
の
原
産
地
（
針
尾
島
牛
ノ
岳
）
ま
で

は
直
線
距
離
で
一
〇
数
㌔
㍍
と
近
い
こ
と
か
ら
石
器
石
材
の
獲
得
は
直
接
採
取
し
た
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
大
村
湾
周
辺

五
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図１‐１１　野岳遺跡の細石刃核
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の
遺
跡
の
石
材
獲
得
状
況
を
み
る
と
比
率
の
多
寡
は
あ
る
も
の
の
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
を
主
要
な
石
材
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
石
材
環
境

下
で
何
故
野
岳
遺
跡
の
み
が
淀
姫
系
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
と
し
て
野
岳
遺
跡
の
存
続
期
間
が
非
常
に
短
期
間
の
一
過
性

の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
細
石
刃
核
と
細
石
刃
を
大
量
に
保
有
し
、
ほ
と
ん
ど
他
器
種
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
細
石
刃
の
生
産

に
特
化
し
た
遺
跡
と
い
え
る
。
ま
た
素
材
と
な
る
淀
姫
系
黒
曜
石
の
形
状
は
残
さ
れ
た
礫
面
か
ら
み
て
そ
れ
ら
が
同
一
地
点
で
獲
得
し
た
こ
と

が
想
定
で
き
る
。

鈴
木
忠
司
は
野
岳
遺
跡
の
細
石
刃
核
を
Ａ
〜
Ｃ
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
Ａ
グ
ル
ー
プ（
図
１
―
１１
の
１
）
は
典
型
的
な
円
錐
形
を
呈
す
る
も
の
で
、

細
石
刃
剝
離
が
全
周
す
る
。
打
面
は
、
平
坦
打
面
で
丁
寧
な
打
面
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
例
の
み
で
あ
り
、
野
岳
遺
跡
を
代
表
す
る
も
の

で
は
な
い
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
第
１
―
１１
の
２・３
）
は
、
形
状
は
円
錐
形
を
呈
す
る
も
の
の
細
石
刃
の
剝
離
作
業
が
全
周
せ
ず
、
部
分
的
に
剝
離
面
若
し

く
は
礫
面
と
な
る
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
打
面
調
整
も
細
石
刃
剝
離
が
行
わ
れ
る
部
分
に
限
定
さ
れ
る
。
Ａ
グ
ル
ー
プ
への
移
行
段
階
と
と
ら
え

ら
れ
る
。
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
そ
の
他
の
細
石
刃
核
を
あ
て
る
。

い
わ
ゆ
る
角
柱
状
（
稜
柱
状
）
を
な
す
も
の
で
野
岳
遺
跡
の
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
打
面
の
上
面
観
が
三
角
形
若
し
く
は
四
角
形
を
な
し
、

急
角
度
の
打
面
と
な
る
。
細
石
刃
の
剝
離
作
業
面
は
幅
広
の
一
面
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
鈴
木
は
Ｃ
グ
ル
ー
プ
を
野
岳
遺
跡
の
本
来
の
姿
と
し
て

い
る
。細

石
刃
の
製
作
技
術
に
つい
て
は
模
式
的
な
工
程
図
（
図
１
―
１２
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
、
母
形
の
形
成
で
あ
る
。
原
石
で
あ
る
角

礫
又
は
円
礫
の
黒
曜
石
に
水
平
方
向
か
ら
打
面
形
成
を
施
し
た
後
、
垂
直
方
向
か
ら
の
大
ま
か
な
剝
離
に
よ
っ
て
体
形
を
角
柱
状
に
整
え
る
。

出
来
上
が
る
母
形
は
傾
斜
打
面
と
ほ
ぼ
平
行
す
る
二
面
か
ら
な
る
側
面
を
も
つ
。
第
二
段
階
は
、
細
石
刃
を
剝
離
す
る
工
程
で
あ
る
。
ま
ず
細

石
刃
剝
離
の
た
め
に
細
か
な
打
面
調
整
が
傾
斜
す
る
打
面
の
上
部
に
施
さ
れ
た
後
、
細
石
刃
剝
離
作
業
が
行
わ
れ
、
大
量
の
細
石
刃
が
生
産
さ

れ
る
。
こ
の
段
階
の
作
業
は
、
打
面
の
再
生
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
何
度
も
更
新
さ
れ
る
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
細
石
刃
核
に
は
、
形
状
が
角
柱
状
と
は
異
な
る
扁
平
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
当
初
、
細
石
刃
の
剝

離
作
業
が
進
行
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
母
形
の
形
成
段
階
か
ら
扁
平
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
製
作
し
た
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も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

背
面
の
あ
り
方
の
違
い
か

ら
二
型
式
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
位
牌
塔
型（
図

１
―
１１
の
19
・
20
）
は
、
背
面

に
横
方
向
の
剝
離
を
施

し
た
も
の
で
、
背
面
の
平

坦
化
を
企
図
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
茶
園
型（
図
１
―
１１
の

18
）
は
、
背
面
を
平
坦
な

礫
面
で
構
成
し
て
い
る
。

大
村
湾
東
岸
で
は
、

野
岳
遺
跡
を
除
け
ば
良

好
な
野
岳
・
休
場
型
が

出
土
す
る
遺
跡
は
少
な

い
。
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
大
村
市
の
北
部
に
所

在
す
る
寿
古
遺
跡
か
ら
、

一
点
の
野
岳
・
休
場
型

1
2 3

図１‐１３　大村湾東岸の細石器

図１‐１２　野岳・休場型の製作工程
（財団法人古代学協会『古代文化』第23巻８号　鈴木忠司（1971）より）
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（
図
１
―
１３
の
１
）と
み
ら
れ
る
細
石
刃
核
が
、
小
振
り
で
打
面
は
水
平
に
ち
か
い
単
打
面
で
あ
り
、
調
整
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

東
彼
杵
町
遠
目
遺
跡
で
も
二
点
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
報
告
に
よ
れ
ば
ナ
イ
フ
形
石
器
の
上
層
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
。
野
岳
・
休

場
型（
図
１
―
１３
の
２
）と
扁
平
な
茶
園
型
若
し
く
は
位
牌
塔
型（
図
１
―
１３
の
３
）と
推
測
さ
れ
る
。
石
材
は
、
乳
白
色
の
黒
曜
石
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
佐
賀
県
嬉
野
市
椎
葉
川
若
し
く
は
針
尾
島
古
里
海
岸
の
黒
曜
石
の
可
能
性
が
高
い
。

■
二
．
大
村
湾
南
岸
の
細
石
刃
石
器
群

Ⅲ
ａ
期
の
細
石
刃
石
器
群

諫
早
市
鷹
野
遺
跡
Ａ
地
点
か
ら
、
こ
の
時
期
の
細
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
図
１
―
１４
の
28
は
や
や
大
き
め
の
細
石
刃
核
で
、
素
材
は
淀
姫
系

黒
曜
石
で
あ
る
。
細
石
刃
剝
離
作
業
面
が
正
面
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
打
面
は
水
平
で
丁
寧
な
調
整
が
施
さ
れ
る
。
図
１
―
１４
の
29
は
位
牌
塔

型
で
あ
る
。
打
面
調
整
が
丁
寧
に
施
さ
れ
て
い
る
。
素
材
は
腰
岳
・
牟
田
系
で
あ
る
。
位
牌
塔
型
の
ブ
ラ
ン
ク
は
、
側
面
の
調
整
が
雑
で
一
部

に
礫
面
を
残
し
て
お
り
、
細
石
刃
剝
離
作
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
遺
跡
か
ら
は
多
数
の
細
石
刃
が
出
土
し
て
お
り
、
頭
部（
図
１
―
１４
の

32
〜
40
）、
中
間
部（
図
１
―
１４
の
30
・
31
・
41
〜
44
）、
尾
部（
図
１
―
１４
の
45
）に
区
分
し
て
い
る
。

細
石
刃
核
の
点
数
に
比
較
し
て
細
石
刃
の
量
が
圧
倒
的
に
多
い
出
土
状
況
は
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
大
分
県
天
ケ
瀬
町
亀
石
山
遺
跡
に

極
め
て
似
て
お
り
、
細
石
刃
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
遺
跡
と
い
え
よ
う
。
ま
た
細
石
刃
は
、
軸
に
埋
め
込
む
際
の
刃
部
の
直

線
性
を
重
視
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
長
め
の
細
石
刃
を
分
割
し
、
よ
り
直
線
的
な
中
間
部
が
多
く
消
費
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

出
土
し
た
点
数
で
は
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
要
因
は
不
明
で
あ
る
。
細
石
刃
の
折
断
面
接
合
が
六
例
検
出
さ
れ
た
こ
と
も
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
炉
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ⅲ
層
直
下
に
あ
る
水
平
な
板
状
砂
岩
の
上
に
拳
大
の
玄
武
岩

礫
を
乗
せ
る
形
で
、
礫
は
火
熱
を
受
け
て
赤
変
し
て
お
り
、
炭
化
物
が
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
炉
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
確

実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
遺
構
の
検
出
は
珍
し
く
、
炉
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
茶
園
遺
跡
Ⅴ
層
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

西
輪
久
道
遺
跡
の
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
は
、
牟
田
産
の
黒
曜
石
円
礫
を
素
材
と
し
て
お
り
、
細
石
刃
剝
離
作
業
面
が
や
や
幅
広
と

な
る
。
背
面
に
自
然
面
を
取
り
込
む
こ
と
が
一
般
的
で
、
打
面
は
傾
斜
す
る
も
の
が
多
い
。
扁
平
な
茶
園
型
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
Ⅲａ
期
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図１‐１４　大村湾南岸の細石器（上・下段：西輪久道遺跡、中段：鷹野遺跡）
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で
も
よ
り
古
い
時
期
設
定
が
可
能
で
あ
る
。
細
石
刃
は
総
数
で
三
四
八
点
出
土
し
て
い
る
。
石
材
別
で
は
、
鷹
野
遺
跡
と
は
異
な
り
腰
岳
・

牟
田
系
が
最
も
多
い
。
部
位
別
の
遺
存
率
で
は
中
間
部
が
最
も
高
く
、
次
い
で
頭
部
、
尾
部
の
順
と
な
る
。

Ⅲ
ｂ
期
の
細
石
刃
石
器
群

こ
の
地
域
の
Ⅲ
ｂ
期
は
、
西
輪
久
道
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
船
野
型
細
石
刃
核
に
代
表
さ
れ
る
。
遺
跡
か
ら
は
船
野
型
細
石
刃
核
二
点
、
ブ

ラ
ン
ク
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
細
石
刃
核
は
、
断
面
が
Ｕ
字
形
を
呈
し
、
打
面
側
か
ら
下
端
へ
向
か
っ
て
調
整
剝
離
が
施
さ
れ
る
。
細
石

刃
剝
離
作
業
面
が
一
端
に
用
意
さ
れ
、
短
め
の
細
石
刃
を
生
産
し
て
い
る
。
ず
ん
ぐ
り
し
た
印
象
の
形
態
か
ら
み
て
古
相
の
船
野
型
と
思
わ

れ
る
。
西
輪
久
道
遺
跡
で
は
野
岳
・
休
場
型
と
混
在
し
て
お
り
、
層
位
的
に
分
離
で
き
な
い
が
、
型
式
学
的
に
船
野
型
が
後
出
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

註（
１
）　

井
手
寿
謙
「
私
の
趣
味
」『
玖
城
』第
二
四
号　

長
崎
県
立
大
村
中
学
校　

一
九
二
七

（
２
）　

井
手
寿
謙
「
考
古
学
上
よ
り
見
た
る
大
村
地
方
の
遺
物
に
つ
い
て
」『
大
村
史
談
』第
七
号　

大
村
史
談
会　

一
九
七
二

（
３
）　

萩
原
博
文
「
第
２
章　

平
戸
の
旧
石
器
時
代
」『
平
戸
市
史　

自
然
・
考
古
編
』平
戸
市　

一
九
九
五

（
４
）　

佐
藤
宏
之
「
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
細
石
刃
石
器
群
の
伝
播
と
構
造
変
動
」『
東
京
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
』　

東
京
大
学　
二
〇
〇
八

石
器
製
作
技
術
は
、
人
類
が
最
初
に
手
に
し
た
先
進
技
術
で
あ
っ
た
。
狩
猟
採
集
生
活
を
お
く
る
旧
石
器
時
代
人
に
と
っ
て
、
石
器
の
原

材
料
と
な
る
石
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
至
上
命
題
で
あ
る
。
し
か
し
石
で
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
狩
猟
具
と
な
る

ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
な
ど
に
は
、
鋭
利
な
割
れ
口
の
で
き
る
黒
曜
石
や
安
山
岩
な
ど
の
ガ
ラ
ス
質
石
材
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
黒
曜
石
、

安
山
岩
は
ど
こ
で
も
採
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
産
地
は
限
ら
れ
て
お
り
、
黒
曜
石
な
ど
は
二
〇
〇
㌔
㍍
を
超
え
て
移
動
を
す
る
も
の
も
あ
る
。

第
四
節
　
古
大
村
盆
地
を
め
ぐ
る
旧
石
器
文
化
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旧
石
器
時
代
人
に
と
っ
て
石
材
獲
得
戦
略
は
極
め
て
重

要
で
あ
っ
た（
１
）。

　
　
黒
曜
石

黒
曜
石
（
黒
耀
石
と
も
い
う
）
は
ガ
ラ
ス
質
火
山
岩
で
、

岩
石
学
的
に
は
流
紋
岩
〜
デ
イ
サ
イ
ト
に
属
す
る
岩
石

で
あ
る
。
溶
岩
が
急
冷
し
て
で
き
る
も
の
で
、
流
紋
岩

や
火
砕
流
堆
積
物
の
中
に
み
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
割
れ
口（
断
口
面
）の
色
調
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

黒
色
を
呈
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
溶
岩
に
含
ま

れ
る
元
素
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。
黒
曜
石

と
い
い
な
が
ら
乳
白
色
に
な
る
も
の
、
青
灰
色
を
帯
び
る

も
の
、
赤
い
も
の
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
石
器
の
素
材
と

し
て
格
好
の
材
料
で
あ
っ
た
た
め
、
旧
石
器
時
代
か
ら

盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
長
崎
県
を
含
む
西
北
九
州

は
日
本
有
数
の
原
産
地
密
集
地
帯
で
、
佐
賀
県
伊
万

里
市
腰
岳
、
松
浦
市
牟
田
、
佐
世
保
市
針
尾
島
な
ど

数
多
く
の
産
地
を
有
す
る
。

一

図１‐１５　黒曜石原産地

１中山　２牟田　３腰岳　４淀姫　５牛ノ岳
６小鯛　７古里　８大崎　９亀岳　１０椎葉川　１１大三東
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主
な
黒
曜
石
原
石
の
産
状
と
形
質

■
一
．
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石

腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
は
、
断
口
面
が
漆
黒
色
に
な
る
良
質
の
黒
曜
石
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
佐
賀
県
伊
万
里
市
の
腰
岳
と
松
浦
市
の
牟

田
を
合
わ
せ
た
名
称
で
あ
る
。
両
者
は
礫
面
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
判
別
が
容
易
で
あ
る
。
腰
岳
産
は
角
礫
を
呈
し
て
お
り
、
白
斑
な
ど
の

不
純
物
が
混
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
牟
田
産
は
、
礫
面
の
凹
凸
は
少
な
く
平
滑
で
あ
る
。
鶏
卵
大
か
ら
拳
大
の
や
や
扁
平
な
円
礫
が
多
い
。
礫
面

が
残
っ
て
い
な
い
場
合
の
肉
眼
に
よ
る
判
別
は
困
難
で
、
事
実
、
蛍
光
エッ
ク
ス
線
分
析
で
は
両
者
は
同
一
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

■
二
．
淀
姫
系
黒
曜
石

淀
姫
系
は
、
断
口
面
が
鈍
い
青
灰
色
を
呈
し
て
お
り
透
明
感
は
な
い
。
風
化
す
る
と
青
灰
色
が
強
く
な
り
、
他
の
黒
曜
石
と
の
分
別
は
容
易

で
あ
る
。
当
初
黒
曜
石
と
は
み
ら
れ
ず
、
ハ
リ
質
安
山
岩
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
良
質
で
石
器
製
作
に
は
好
適
で
あ
り
、
佐
世
保
市
泉

福
寺
洞
穴
で
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
下
川
達
彌
に
よ
っ
て
学
会
に
報
告
さ
れ
た
佐
世
保
市
東
浜
淀
姫
神
社
が
そ
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
が
、
本
来
の
給
源
は
淀
姫
の
対
岸
に
あ
た
る
針
尾
島
の
牛
ノ
岳
で
あ
る
。
近
く
に
土
器
田
池
が
あ
り
そ
の
付
近
で
も
採
集
で
き
る

こ
と
か
ら
土
器
田
産
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
学
史
的
意
義
を
考
慮
し
て
淀
姫
系
と
称
す
る
。

■
三
．
古
里
海
岸
系
黒
曜
石

針
尾
島
東
岸
の
古
里
海
岸
で
干
潮
時
に
採
集
で
き
る
黒
曜
石
で
あ
る
。
角
礫
状
で
大
き
い
も
の
は
一
〇
㌢
㍍
を
超
え
る
。
断
口
面
は
ス
リ
ガ

ラ
ス
状
の
乳
白
色
で
透
明
感
は
な
い
。
古
里
海
岸
で
は
漆
黒
色
の
も
の
も
採
集
で
き
る
こ
と
か
ら
二
次
堆
積
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
賀
県
嬉
野

市
椎
葉
川
産
と
極
め
て
似
て
お
り
、
肉
眼
に
よ
る
識
別
は
困
難
で
あ
る
。
同
じ
針
尾
島
の
小
鯛
で
は
乳
白
色
を
呈
す
る
黒
曜
石
を
採
集
で
き
る
。

径
四
〜
五
㌢
㍍
の
扁
平
な
円
礫
で
、
断
口
面
は
透
明
感
の
な
い
ス
リ
ガ
ラ
ス
状
の
乳
白
色
で
黒
い
縞
模
様
が
入
る
こ
と
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
。

■
四
．
亀
岳
産
黒
曜
石

西
海
市
西
彼
町
上
岳
郷
・
中
山
郷
・
亀
浦
郷
に
か
け
て
亀
浦
流
紋
岩
の
中
に
亜
角
礫
状
の
黒
曜
石
を
産
出
す
る
。
学
史
的
に
は
亀
岳
産
黒

曜
石
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
な
ら
う
。
量
的
に
も
豊
富
に
産
出
し
、
サ
イ
ズ
も
大
き
め
の
も
の
が
多
い
。
断
口
面
の
透
明
感

二
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は
な
い
が
す
べ
す
べ
と
し
て
お
り
、
色
調
は
暗
い
モ
ス
グ
リ
ー
ン
で
他
産
地
の
も
の
と
は
容
易
に
識
別
で
き
る
。

　
　
石
材
獲
得
戦
略

石
材
獲
得
戦
略
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
集
団
間
で
石
材
が
「
交
換
」
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
や
集
団

が
原
産
地
に
赴
く
「
直
接
採
取
」
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
の
ル
イ
ス
・
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
ア
ラ
ス
カ
原
住
民
の

ヌ
ナ
ミ
ウ
ト
族
の
民
俗
誌
か
ら
「
埋
め
込
み
戦
略
」
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
ヌ
ナ
ミ
ウ
ト
族
は
遊
動
生
活
の
途
中
で
石
材
を
獲
得
す
る
の

で
あ
り
、
石
材
獲
得
だ
け
を
目
的
と
し
た
行
動
は
行
わ
な
い
と
し
た（
２
）。

黒
曜
石
を
直
接
採
取
し
た
例
と
し
て
伊
豆
七
島
の
一
つ
神
津
島
産
黒
曜
石
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
島
の
黒
曜
石
は
、
四
万
年
前
か
ら
関
東
地

方
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
蛍
光
エッ
ク
ス
線
分
析
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
神
津
島
と
伊
豆
半
島
と
の
間
は
海
が
深
く
、
氷
期
で
も
陸
化
し
な

い
。
そ
こ
に
は
神
津
島
の
黒
曜
石
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
航
海
に
よ
る
直
接
採
取
が
考
え
ら
れ
る（
３
）。

旧
石
器
時
代
の
石
器
石
材
研
究
は
今
日
的
問
題
で
あ
る
。
関
東
地
方
で
は
、
黒
曜
石
の
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
を
は
じ
め
各
種
石
材
の
産
地

分
析
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
石
材
獲
得
の
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
つつ
あ
る
。
千
葉
県
の
下
総
台
地
を
舞
台
に
研
究
を
続
け
る
田
村　

隆

は
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
・
黒
曜
石
な
ど
の
石
材
が
二
〇
〇
㌔
㍍
の
範
囲
に
広
が
る
五
つ
の
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
ゾ
ー
ン（
資
源
採
集

域
）に
分
布
し
て
お
り
、
下
総
台
地
と
北
関
東
を
結
ぶ
遊
動
回
廊
が
で
き
た
と
指
摘
す
る（
４
）。
い
ま
最
も
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
の
一
人
で
あ

る
堤　

隆
は
、
関
東
一
円
の
石
材
需
給
シ
ス
テ
ム
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
の
著
名
な
黒
曜
石
原
産
地
で
あ
る
白
滝
産

の
原
石
は
、
木
村
英
明
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
北
海
道
一
円
は
お
ろ
か
三
〇
〇
㌔
㍍
以
上
離
れ
た
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
ま
で
流
通
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
さ
に「
白
滝
ブ
ラ
ン
ド
」の
面
目
躍
如
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う（
５
）。

九
州
地
方
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
原
産
地
分
析
は
最
近
増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
、
関
東
地
方
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
九

州
全
体
を
見
と
お
し
た
石
材
獲
得
戦
略
を
描
け
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
と
西
北
九
州
地
方
に
限
っ
て
み
る
と
、
旧
石
器
時

代
を
通
し
て
腰
岳
・
牟
田
系
と
淀
姫
系
と
い
う
二
大
原
産
地
の
黒
曜
石
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
た
と
い

三
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え
る
。

　
　
大
村
湾
周
辺
地
域
の
石
材
獲
得
戦
略
の
時
代
的
変
遷

長
崎
県
内
の
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
期
の
石
材
の
獲
得
状
況（
図
１
―
１６
、
図
１
―
１７
、
図
１
―
１８
）
を
み
る
と
、
五
島
市
の
茶
園
遺
跡
Ⅵ
層
や
平
戸
市
南

部
の
堤
西
牟
田
遺
跡
第
Ⅱ
文
化
で
は
腰
岳
・
牟
田
系
の
比
率
が
低
く
、
淀
姫
系
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
萩
原
博
文
は
『
平

戸
市
史　

自
然
・
考
古
編
』に
お
い
て
、
西
北
九
州
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
石
材
環
境
と
集
団
関
係
に
つい
て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

石
材
供
給
関
係
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
の
は
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
の
中
期
で
、
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
の
増
加
と
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
の
割
合

の
低
下
が
み
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
主
な
要
因
を
剝
片
尖
頭
器
・
角
錐
状
石
器
の
製
作
に
係
わ
る
と
し
た
。
ま
た
こ
う
し
た
変
化
は
原
産
地
か
ら

の
距
離
に
も
関
係
す
る
と
し
、
原
産
地
に
近
い
度
島
・
平
戸
北
部
で
は
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
期
を
通
じ
て
腰
岳
・
牟
田
系
黒
色
黒
曜
石
が
多
用

さ
れ
る
の
に
対
し
、
平
戸
市
中
南
部
で
は
地
域
的
・
時
期
的
に
石
材
供
給
関
係
が
大
き
く
変
化
す
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
現
象
を
萩
原
は
単
位

集
団
の
行
動
領
域
の
違
い
と
考
え
て
い
る
。

原
産
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
島
原
半
島
の
百
花
台
遺
跡
群
の
状
況
を
み
て
み
る
。
県
の
調
査
し
た
百
花
台
Ｄ
遺
跡
Ⅴ
層
で
は
、
石
材
の
多
様
化

が
指
摘
で
き
る
。
腰
岳
・
牟
田
系
は
五
割
に
満
た
ず
、
淀
姫
系
の
割
合
も
低
い
。
一
方
安
山
岩
の
比
率
は
群
を
抜
い
て
高
い
。
ま
た
少
数
で
は

あ
る
が
熊
本
県
阿
蘇
の
象
ヶ
鼻
産
や
鹿
児
島
県
出
水
市
の
日
東
産
の
黒
曜
石
の
よ
う
な
遠
隔
地
石
材
が
存
在
す
る
。
同
志
社
大
学
が
調
査
し

た
百
花
台
東
遺
跡
は
、
百
花
台
Ｄ
遺
跡
Ⅴ
層
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
遺
跡
で
、
石
材
環
境
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
遠
隔
地
石
材
と
し
て
南
九
州
の
鹿

児
島
県
上
牛
鼻
産
、
日
東
産
の
黒
曜
石
や
シ
ル
ト
質
頁
岩
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

大
村
湾
周
辺
地
区
は
、
そ
の
北
部
に
針
尾
島
の
黒
曜
石
原
産
地
が
控
え
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
大
村
湾
の
旧
地
形
が
盆
地
で
あ
り
、
古
大
村

川
が
現
在
の
針
尾
瀬
戸
を
通
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域
で
は
河
川
沿
い
に
針
尾
の
原
産
地
ま
で
容
易
に
行
け
た
と
思
わ

れ
る
。
湾
奥
か
ら
で
も
そ
の
距
離
は
四
〇
㌔
㍍
程
度
で
あ
る
。
ま
た
松
浦
市
牟
田
ま
で
の
距
離
は
湾
奥
か
ら
約
七
〇
㌔
㍍
で
あ
る
。
こ
う
し
た

地
理
的
条
件
に
あ
る
本
地
域
の
石
材
獲
得
は
、
腰
岳
・
牟
田
系
を
主
体
と
す
る
点
で
は
遺
跡
近
傍
に
原
産
地
を
有
す
る
県
北
・
平
戸
北
部
と

四
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

百花台Ⅴ

鷹野

西輪久道

牛込ＡＢ

根引池

堤西牟田Ⅱ

茶園Ⅵ

腰岳・牟田系
淀姫系
古里系
その他
安山岩

0% 20% 40% 60% 80% 100%

野岳

鷹野

西輪久道

茶園Ⅴ層 腰岳・牟田系
淀姫系
古里系
その他
安山岩

0% 20% 40% 60% 80% 100%

百花台Ⅱ・Ⅲ

長与堂埼

鷹野

城ヶ岳平子

茶園Ⅳ層 腰岳・牟田系
淀姫系
古里系
その他
安山岩

図１‐１６　ナイフ形石器群の石材比率

図１‐１７　細石刃石器群の石材比率

図１‐１８　縄文時代草創期後半石器群の石材比率
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ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
比
率
は
県
北
地
域
に
比
べ
て
低
く
、
代
わ
っ
て
淀
姫
系
の
割
合
が
よ
り
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
県
北

地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
乳
白
色
の
古
里
系
が
少
数
な
が
ら
組
成
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
針
尾
島
周
辺
の
原
産
地
に
依
存
す
る
割
合

が
高
い
と
評
価
で
き
る
。

旧
石
器
時
代
終
末
の
細
石
刃
石
器
群
段
階
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
枠
組
み
が
踏
襲
さ
れ
る
。
五
島
列
島
の
茶
園
遺
跡
Ⅴ
層
で
は

若
干
で
は
あ
る
が
淀
姫
系
の
比
率
が
高
く
な
る
。
大
村
湾
周
辺
の
西
輪
久
道
遺
跡
、
鷹
野
遺
跡
で
も
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
特
異
な
の

は
野
岳
遺
跡
で
あ
る
。
細
石
器
関
係
資
料
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
淀
姫
系
に
頼
る
あ
り
方
は
他
に
例
が
な
い
。

西
北
九
州
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器
群
か
ら
細
石
刃
石
器
群
を
通
し
て
、
石
材
獲
得
環
境
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
大

き
な
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
後
半
の
爪
形
文
土
器
段
階
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
従
来
と
同
じ
石
材
環
境
を
保
持

す
る
遺
跡
と
、
そ
れ
が
崩
壊
し
て
新
し
い
産
地
開
拓
へ
と
向
か
っ
た
遺
跡
と
い
う
二
通
り
の
石
材
獲
得
戦
略
に
区
分
さ
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て

は
泉
福
寺
洞
穴
、
福
井
洞
穴
と
い
っ
た
比
較
的
原
産
地
に
近
い
遺
跡
の
ほ
か
五
島
列
島
の
茶
園
遺
跡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
者
に
は
五
島
列

島
北
端
の
城
ヶ
岳
平
子
遺
跡
・
島
原
半
島
の
百
花
台
遺
跡
な
ど
が
あ
る（
６
）。

石
材
獲
得
戦
略
が
大
き
く
変
化
す
る
要
因
を
考
え
て
み
よ
う
。
約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
縄
文
時
代
草
創
期
後
半
の
爪
形
文
土
器
段
階
に
な

る
と
隆
線
文
土
器
段
階
が
寒
冷
な
気
候
だ
っ
た
の
に
対
し
急
速
に
温
暖
化
す
る
。
海
面
は
マ
イ
ナ
ス
五
〇
㍍
に
ま
で
上
昇
し
、
九
州
本
土
と
五

島
が
切
り
離
さ
れ
る
。
東
シ
ナ
海
か
ら
玄
界
灘
に
面
し
た
地
域
は
海
岸
線
の
前
進
に
よ
っ
て
行
動
領
域
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
地

域
を
行
動
領
域
と
し
て
い
た
集
団
関
係
は
崩
壊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
環
境
の
激
変
に
対
し
て
当
時
の
細
石
刃
狩
猟
民
は
様
々
な
対
応

策
を
講
じ
る
。
泉
福
寺
洞
穴
六
・
五
層
の
よ
う
に
長
め
の
細
石
刃
生
産
に
移
行
し
た
り
、
城
ヶ
岳
平
子
遺
跡
・
百
花
台
遺
跡
の
よ
う
に
腰
岳
・

牟
田
系
、
淀
姫
系
の
安
定
供
給
が
途
切
れ
、
新
し
い
小
礫
黒
曜
石
の
産
地
開
拓
に
向
か
っ
た
遺
跡
で
は
、
生
産
す
る
細
石
刃
の
量
を
確
保
す
る

た
め
大
量
の
細
石
刃
核
が
用
意
さ
れ
た
。
ま
た
茶
園
遺
跡
Ⅳ
層
や
宮
崎
県
の
阿
蘇
原
上
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
石
槍
・
石
鏃
と
い
う
縄
文
時

代
的
な
石
器
を
新
た
に
装
備
す
る
な
ど
多
様
な
適
応
戦
略
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
別
の
視
点
か
ら
と
ら
え
れ
ば
、
草
創
期
前
半
の
豆
粒
文
土
器
・
隆
線
文
土
器
段
階
の
拠
点
遺
跡
が
泉
福
寺
洞
穴
・
福
井
洞
穴
な
ど
の
洞
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穴
遺
跡
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
半
段
階
に
な
る
と
拠
点
の
洞
穴
遺
跡
は
維
持
さ
れ
る
も
の
の
、
新
た
に
開
地
遺
跡
の
拠
点
化
が
進

行
す
る
。
そ
の
位
置
は
洞
穴
か
ら
遠
く
離
れ
た
島
嶼
部
の
城
ヶ
岳
平
子
遺
跡
、
島
原
半
島
の
伊
古
遺
跡
・
百
花
台
遺
跡
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

県
外
に
目
を
移
す
と
福
岡
県
春
日
市
の
門
田
遺
跡
も
同
じ
よ
う
な
遺
跡
で
あ
る
。
自
然
環
境
の
変
化
は
石
材
獲
得
の
み
な
ら
ず
遺
跡
の
立
地

環
境
に
も
影
響
し
た
。

�
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川
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寛
）
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〇
九
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石
器
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〇
一
一

（
５
）　

木
村
英
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黒
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石
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道
・
白
滝
遺
跡
群
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新
泉
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〇
〇
五

（
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）　
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道　

寛
「
西
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石
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九
州
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一
四
号　
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石
器
文
化
研
究
会　
二
〇
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一


